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埼経協ニュース３４１号

視視
察察
団団
概概
要要

名

称

平
成
１９
年
度
埼
玉
経
協

ド
バ
イ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
社
会
経

済
視
察
団

期

間

平
成
１９
年
７
月
７
日
�
〜
１５
日
�

団

員

二
十
一
名
（
別
表
名
簿
参
照
）

団

長

利
根

忠
博

当
協
会
会
長
、
�
埼
玉
り
そ
な
銀

行
取
締
役
会
長

副
団
長

森
谷

文
昭

当
協
会
副
会
長
、
日
本
ピ
ス
ト
ン

リ
ン
グ
代
表
取
締
役
会
長

視
察
先
レ
ポ
ー
ト
執
筆
者

�
在
ド
バ
イ
日
本
総
領
事
館

引
間

将
利

富
士
倉
庫
運
輸
�
専
務
執
行
役
員

�
ド
バ
イ
・
ナ
キ
ー
ル
社

吉
野

寛
治

吉
野
電
化
工
業
�
代
表
取
締
役

�
ア
ブ
ダ
ビ
・
ア
ド
ガ
ス
社

田
中

忍

東
京
ガ
ス
�
埼
玉
支
店
長

�
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海

峡
横
断
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事

岩
堀

和
久

岩
堀
建
設
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

	
視
察
地
観
光
事
情

・
ド
バ
イ

川
本

知
彦

�
サ
イ
サ
ン
取
締
役

・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

斉
之
平
伸
一

三
州
製
菓
�
代
表
取
締
役
社
長

事
前
勉
強
会

開
催
日

六
月
二
十
五
日

講

師

大
野

元
裕
氏



中
東
調
査
会
上
席
研
究
員
、

�
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
務

取
締
役

別冊ドバイ・イスタンブール社会経済視察団報告特集 日本経団連 埼玉

社団法人 埼玉県経営者協会会報
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ド
バ
イ
の
開
発
会
社
ナ
キ
ー
ル
本
社
前
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こ
の
度
の
平
成
１９
年
度
海
外
視
察
は
、

協
会
と
し
て
３０
回
目
と
な
り
、
私
も
初

め
て
団
長
と
し
て
参
加
す
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
例
年
協
会
は
時
宜
に
合
っ
た

テ
ー
マ
の
も
と
海
外
視
察
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
回
は
経
済
の
躍
進
が

目
覚
し
い
イ
ス
ラ
ム
圏
を
選
び
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
世
界
に
対
し
て
の
私
達
日
本

人
の
意
識
は
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
中
東
戦

争
、
産
油
国
と
い
っ
た
印
象
が
強
く
、

必
ず
し
も
正
確
な
情
報
に
接
し
て
い
な

い
の
が
実
情
で
す
。
先
般
も
安
倍
前
首

相
と
日
本
経
団
連
の
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
、
初
め
て
官
民
合
同
で
オ
イ
ル
マ
ネ

ー
で
沸
く
中
東
５
カ
国
を
訪
問
し
、
投

資
拡
大
や
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
で
の
関
係
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
今
回
は
イ
ス
ラ
ム

世
界
に
止
ま
ら
ず
世
界
の
中
で
も
現
在

極
め
て
高
度
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
、

ド
バ
イ
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
（
ト
ル

コ
）
を
訪
問
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

私
か
ら
は
全
体
の
感
想
を
お
伝
え
す

る
こ
と
と
し
、
各
地
の
状
況
や
視
察
先

の
様
子
は
、
参
加
者
自
身
の
手
に
な
る

後
記
の
報
告
を
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ド
バ
イ
は
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
間
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
東
部
、
ア
ラ

ビ
ア
湾
に
面
し
て
位
置
す
る
７
つ
の
首

長
国
か
ら
な
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の

一
つ
で
、
伝
統
的
商
都
、
中
継
貿
易
港

で
す
。
市
内
を
流
れ
る
美
し
い
水
を
た

た
え
た
自
然
の
入
江
（
ク
リ
ー
ク
）
沿

い
に
近
代
的
な
ビ
ル
群
が
そ
び
え
、
砂

漠
の
街
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
水
の
都
の

印
象
で
す
。
ア
ラ
ビ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
海

に
面
し
て
豪
華
ホ
テ
ル
が
並
ぶ
ビ
ー
チ

エ
リ
ア
が
郊
外
に
控
え
、
人
口
の
大
半

が
外
国
人
で
、
ア
ラ
ビ
ア
装
束
と
ベ
ー

ル
、
サ
リ
ー
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
な
ど
が

行
き
交
い
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、

文
化
、
民
族
が
共
存
す
る
国
際
社
会
で

す
。
面
積
は
埼
玉
県（
３
、７
９
７
�
）

と
ほ
ぼ
同
じ
３
、８
８
５
�
、
人
口
１

４
０
万
人
（
大
半
が
外
国
人
）
の
小
国

に
、
現
在
世
界
中
の
建
設
用
ク
レ
ー
ン

の
３
割
が
集
結
し
て
い
ま
す
。
８
０
０

�
以
上
の
世
界
最
高
層
ビ
ル
、
世
界
最

大
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
巨
大
テ

ー
マ
パ
ー
ク
、
椰
子
の
木
や
ヨ
ッ
ト
の

形
を
し
た
巨
大
な
人
工
島
の
居
住
地
域

や
ホ
テ
ル
、
成
田
空
港
の
６
倍
以
上
の

利
用
客
に
対
応
で
き
る
世
界
一
の
規
模

を
誇
る
空
港
建
設
な
ど
、
世
界
史
上
に

例
を
見
な
い
開
発
が
進
行
し
つ
つ
あ
る

状
況
で
す
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
世
界
中
か
ら
有
力
企
業
が
進
出
し
、

日
本
企
業
の
進
出
も
２
０
０
社
を
超
え
、

更
に
加
速
し
て
い
ま
す
。

ド
バ
イ
の
魅
力
は
、
観
光
や
リ
ゾ
ー

ト
都
市
と
し
て
の
集
客
力
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
タ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
で
あ
り
、

関
税
の
な
い
自
由
貿
易
、
法
人
税
や
所

得
税
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
、
外
資
の
１

０
０
％
子
会
社
設
立
が
認
め
ら
れ
て
い

る
物
流
拠
点
の
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
る

こ
と
等
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
以
降

の
原
油
価
格
の
高
騰
や
、
湾
岸
諸
国
の

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
が
米
国
か
ら
こ
の
地
域

の
開
発
へ
と
そ
の
投
資
先
を
シ
フ
ト
し

た
こ
と
で
、
一
大
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
位
置
付
け
が
高
ま
っ
て
い
る

事
も
そ
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
脱
石
油
を
目
指
し
た
物
流
、

産
業
、
金
融
、
観
光
、
都
市
開
発
等
長

期
視
点
に
よ
る
国
づ
く
り
は
、
先
見
性

が
求
め
ら
れ
る
企
業
経
営
に
も
通
じ
る

も
の
が
あ
り
、
計
画
的
な
自
由
化
に
よ

る
経
済
発
展
を
進
め
、
中
東
地
域
で
最

も
発
展
し
た
経
済
と
な
っ
て
い
る
ド
バ

イ
は
、
自
由
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
の
経

済
発
展
を
も
た
ら
す
か
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
い
え
ま
す
。

今
回
は
全
量
日
本
向
け
の
世
界
最
大

級
の
ガ
ス
田
も
見
学
で
き
ま
し
た
が
、

中
東
地
域
に
石
油
の
約
９０
％
を
依
存
し

て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
最
大
の
石
油

輸
出
国
で
あ
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
と

の
関
係
強
化
の
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
へ
の
更
な
る
投
資
や
人

材
育
成
協
力
、
国
造
り
へ
の
包
括
的
な

協
力
が
必
要
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
点
か
ら
も
経
営
者
と
し
て
大

き
な
関
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

次
に
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
は
ア
ジ
ア

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
つ
の
大
陸
に
ま
た

が
る
都
市
で
、
そ
の
中
心
を
ボ
ス
ポ
ラ

ス
海
峡
が
貫
き
、
黒
海
へ
と
注
い
で
い

ま
す
。
古
く
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お
け

る
東
西
交
流
の
十
字
路
と
し
て
栄
え
、

平
成
１９
年
度
・
埼
玉
経
協
ド
バ
イ
・
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
社
会
経
済
視
察
を
終
え
て

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
取
締
役
会
長（
当
会
会
長
）

団
長

利

根

忠

博

完
成
後
は
高
さ
世
界
一
（
八
〇
八
�
）
と
な
る
ビ
ル

ド
バ
イ
市
内
の
開
発
風
景

― ２ ―



イスタンブール イスタンブール 

ドバイ ドバイ 

関空 

羽田 

（復路／ドバイ経由） （復路／ドバイ経由） 

ロ
ー
マ
帝
国
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
と
い
う
３
代
続
い
た
大
帝

国
の
首
都
で
あ
り
、
過
去
の
歴
史
遺
産

も
多
く
自
然
も
美
し
い
都
市
で
す
。

現
在
ト
ル
コ
は
、
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
で

沸
く
産
油
国
と
異
な
り
、
製
造
業
で
高

度
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
隣
に

Ｅ
Ｕ
経
済
圏
が
あ
る
地
理
的
特
性
に
加

え
て
欧
州
地
域
へ
の
関
税
ゼ
ロ
と
い
う

事
情
も
相
俟
っ
て
、
日
本
の
ト
ヨ
タ
を

は
じ
め
世
界
中
の
外
資
企
業
が
こ
こ
数

年
急
速
に
進
出
し
て
い
ま
す
。
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
の
ア
ジ
ア
側
は
自
動
車
産
業

の
集
積
が
進
ん
で
、
国
の
基
幹
産
業
に

育
ち
、
高
い
経
済
成
長
率
を
支
え
て
い

ま
す
。
日
本
と
は
一
世
紀
以
上
の
友
好

関
係
が
あ
り
、
我
が
国
は
、
ボ
ス
ポ
ラ

ス
第
２
架
橋
（
６
１
６
億
円
、
１
９
８

８
年
開
通
）
や
海
峡
横
断
地
下
鉄
（
１

１
１
２
億
円
、
２
０
１
１
年
の
開
通
を

目
指
し
て
工
事
中
）
等
の
大
型
円
借
款

を
実
施
し
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

中
東
地
域
の
平
和
と
安
定
は
日
本
に

と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
二
国

間
関
係
、
地
域
情
勢
、
国
際
情
勢
の
幅

広
い
分
野
に
お
い
て
協
力
関
係
を
発
展

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
急
成
長
す
る
二
カ
国
を
訪
問
し
、

改
め
て
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
国
づ
く

り（
県
づ
く
り
）の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
視
察

団
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
方
々

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

特
段
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
�
中
東

調
査
会
の
大
野
元
裕
様
、
昭
和
シ
ェ
ル

石
油
�
中
東
事
務
所
所
長
の
佐
藤
健
様
、

外
務
省
中
東
ア
フ
リ
カ
局
中
東
第
二
課

長
の
高
橋
克
彦
様
、
並
び
に
視
察
先
で

ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

視察団参加者名簿（敬称略・順不同）
役 職 名

取締役会長

代表取締役会長

代表取締役会長

代表取締役

代表取締役

代表取締役

常務取締役

埼玉支店長

取締役

取締役社長

代表取締役

専務執行役員

代表取締役

代表取締役社長

代表取締役社長

代表取締役

専務理事

会 社 名

�埼玉りそな銀行

日本ピストンリング�

�富士薬品

（会長令夫人）

日本伸管�

�デサン

（社長令夫人）

吉野電化工業�

（社長令夫人）

武州ガス�

東京ガス�

�サイサン

AGS�

伊田テクノス�

富士倉庫運輸�

トーエイ物流�

岩堀建設工業�

三州製菓�

カツミテクノ�

（代表取締役令夫人）

�埼玉県経営者協会

氏 名
と ね ただ ひろ

利 根 忠 博
もり や ふみ あき

森 谷 文 昭
たか やなぎ さだ お

高 柳 貞 夫
たか やなぎ せ つ こ

高 柳 勢津子
ほそ ぬま てつ お

細 沼 哲 夫
ふじ いけ せい じ

藤 池 誠 治
ふじ いけ ひろ こ

藤 池 曠 子
よし の かん じ

吉 野 寛 治
よし の ふさ こ

吉 野 房 子
やす なみ のり ゆき

休 波 憲 幸
た なか しのぶ

田 中 忍
かわ もと とも ひこ

川 本 知 彦
お がわ しゅう いち

小 川 修 一
い だ と き さぶろう

伊田 登喜三郎
ひき ま まさ とし

引 間 将 利
えん どう けん ご

遠 藤 謙 吾
いわ ほり かず ひさ

岩 堀 和 久
さい の ひら しん いち

斉之平 伸 一
さか もと かつ み

坂 本 克 己
さか もと

坂 本 フ サ
の がみ たけ とし

野 上 武 利

行
程
図

日
程
表

ス ケ ジ ュ ー ル

ご集合：羽田空港第１ターミナル １８：３０
手続後、６階ギャラクシーホールにて結団式
【所要０１：１５】

【所要１０：３０】 〈機中泊〉

着後：ホテルへ［アーリーチェックイン］
午前：休息
午後：★ベドウィンキャンプ（内陸砂漠地帯視察）
ホテルへ 〈ドバイ泊〉

〈講義〉
ホテル出発
★１０：００～１１：００頃 ドバイ日本総領事館によるドバイ経済事情ブリーフィング
★１２：００～１４：４５ ナキール社によるプレゼンテーション
Nakheel Projects Presentation The World Presentation Presentation
Briefing on Scale Models, Atlantis Preview room&Marina residence
〈ドバイ市内〉★経済特区（フリーゾーン）視察
１７：００‐１９：００ Boat Trip to "Palm Jumeirah"（海上視察）
★パームアイランド、ワールドアイランドポート
夕食後ホテルへ 〈ドバイ泊〉

〈エネルギー関連企業視察〉
★アブ・ダビ・ガス液化会社［ダス島］ 世界最大級のガス田見学
ホテル出発（朝食BOX BREAKFAST）
アブダビ空港到着
アブダビ空港出発（ダス島へ／所要約３０分） ０７：４５‐１４：１５（視察）
ダス空港
ダス空港出発（アブダビ空港へ）
陸路：ドバイ市内へ
ホテルへ 〈ドバイ泊〉

〈ドバイ市内視察〉★商業地域（大型ショッピングモールとスーク）視察
【所要０４：２５】
到着後：夕食、その後ホテルへ 〈イスタンブール泊〉

〈イスタンブール市内視察〉★地下鉄、トンネル建設事業現場視察
０９：００ ホテル出発 １０：００ KARACAAHMET到着
１０：１５‐１１：００ プロジェクト内容レクチャー １１：００ TUZLAへ移動
１２：００ TUZLA到着（現場視察） １３：００ TUZLA出発
★市内商業地視察 〈イスタンブール泊〉

〈イスタンブール市内及び近郊視察〉
ホテル出発
★観光事情視察（世界遺産を中心に） ブルーモスク、地下宮殿、トプカプ宮殿等

〈イスタンブール泊〉

★ボスポラス海峡（海上視察）
【所要０４：１５】 〈機中泊〉

【所要０９：４５】

【所要０１：１０】
通関後解散

交通機関

JL１８７

EK３１７

専用車

専用バス

船

専用車

専用バス

飛行機

飛行機
専用車

専用バス
EK１２１
専用バス

専用バス

専用バス

専用バス
船
EK１２２

EK３１６

JL１８８

現地時間

１８：３０

２０：４５
２２：００
２３：１５

０４：４５

午後

終日
０９：３０
１０：００
１２：００
午後

１４：４５
１６：１５

２０：１５

終日

０５：００
０６：３０
０７：００
１４：１５
１４：３０
１５：０５
夕方

午前
１４：３０
１７：５５

０９：００

午後

０８：３０

１９：２５

００：４０
０２：３５
１７：２０
１８：３５
１９：４５

発着地／滞在地

東京（羽田）

東京（羽田）発
大阪（関空）着
大阪（関空）発

ドバイ着

ドバイ

ドバイ
（アブダビ）

ドバイ
ドバイ発
イスタンブール着

イスタンブール

イスタンブール

イスタンブール

イスタンブール発

ドバイ着
ドバイ発
大阪（関空）着
大阪（関空）発
東京（羽田）着

月日（曜）

２００７年
７月７日�

７月８日�

７月９日�

７月１０日�

７月１１日�

７月１２日	

７月１３日


７月１４日�

７月１５日�

日数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

― ３ ―



〈
視
察
目
的
〉

昨
年
度
は
世
界
で
最
も
発
展
、
成
長

が
著
し
い
中
国
を
訪
問
し
、
発
展
の
象

徴
と
も
い
う
べ
き
上
海
を
視
察
し
た
が
、

今
年
度
は
そ
の
上
海
を
上
回
る
開
発
が

進
む
ド
バ
イ
を
訪
ね
、
不
安
定
な
中
東

に
あ
っ
て
驚
異
的
な
発
展
を
続
け
る
背

景
と
要
因
を
探
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

ド
バ
イ
同
様
イ
ス
ラ
ム
圏
に
あ
り
な
が

ら
高
い
成
長
を
続
け
る
ト
ル
コ
を
合
せ

訪
ね
る
こ
と
と
し
た
。
東
西
の
接
点
に

あ
る
ト
ル
コ
は
日
本
に
と
っ
て
も
重
要

な
国
で
あ
り
、
発
展
の
中
心
地
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
で
現
在
日
本
企
業
が
進
め
る

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横
断
鉄
道
ト
ン
ネ
ル

工
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
を
通
し
て
急

成
長
の
原
因
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

以
上
二
つ
の
目
的
に
加
え
て
現
在
ブ

リ
ッ
ク
ス
諸
国
の
経
済
発
展
や
、
中
東

紛
争
な
ど
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

が
深
刻
化
の
折
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
の
本
質
を
探
る
た
め
ド
バ
イ
に
接
す

る
ア
ブ
ダ
ビ
を
訪
ね
る
こ
と
と
し
た
。

〈
視
察
先
の
選
定
〉

視
察
目
的
か
ら
視
察
先
を
次
の
三
ケ

所
と
し
た
。

�
ド
バ
イ

開
発
地
視
察

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
イ
ラ
ク
戦
争
、

イ
ラ
ン
の
核
開
発
疑
惑
、
イ
ス
ラ
ム
の

テ
ロ
リ
ズ
ム
と
中
東
問
題
が
日
々
マ
ス

コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た

不
安
定
な
状
況
の
中
東
に
あ
っ
て
何
故

ド
バ
イ
が
今
世
界
の
耳
目
を
一
身
に
集

め
る
発
展
を
続
け
て
い
る
の
か
ド
バ
イ

開
発
の
中
心
的
存
在
ナ
キ
ー
ル
社
を
訪

ね
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

�
ア
ブ
ダ
ビ
（
ダ
ス
島
）
ガ
ス
田
視
察

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
乏
し
い
日
本
に

と
っ
て
中
東
の
石
油
や
ガ
ス
確
保
は
最

重
要
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
中

国
や
イ
ン
ド
な
ど
発
展
著
し
い
国
々
の

需
要
増
を
考
え
れ
ば
中
東
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
に
次
ぐ
日
本
へ
の
供
給
国
で
あ
る

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
就
中
ア
ブ
ダ
ビ

は
日
本
、
ま
た
同
様
に
私
達
産
業
界
に

と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
観
点
か
ら

最
重
要
国
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
そ
こ

で
こ
う
し
た
観
点
か
ら
視
察
先
を
選
定

し
て
い
た
折
、
当
協
会
会
長
の
利
根
埼

玉
り
そ
な
銀
行
会
長
と
の
御
縁
で
中
東

問
題
の
第
一
人
者
で
あ
る
�
中
東
調
査

会
の
大
野
元
裕
氏
の
仲
介
で
ペ
ル
シ
ャ

湾
の
ダ
ス
島
に
あ
る
ア
ブ
ダ
ビ
ガ
ス
会

社
の
世
界
最
大
級
の
ガ
ス
田
を
視
察
す

る
こ
と
と
し
た
。

�
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海

峡
横
断
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
工
事
視
察

産
油
国
で
は
な
い
が
イ
ス
ラ
ム
国
家

で
は
珍
ら
し
く
現
在
エ
ジ
プ
ト
と
並
び

ト
ル
コ
は
製
造
業
の
発
展
が
著
る
し
く
、

ト
ル
コ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
視
野
に
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
周
辺
へ
の
日
本
企
業
の
進
出

が
続
い
て
い
る
。
そ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
で
は
日
本
の
技
術
の
粋
を
集
め
た
ボ

ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横
断
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
佳
境
の
段
階
に
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
現
場
の
視
察
な
ど
を
通

し
て
ト
ル
コ
経
済
の
発
展
振
り
を
視
察

す
る
こ
と
と
し
た
。

�
ド
バ
イ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
観
光

事
情
視
察

近
年
我
国
で
も
観
光
が
産
業
上
重
要

と
の
こ
と
か
ら
観
光
振
興
に
国
を
挙
げ

取
り
組
ん
で
い
る
が
実
力
は
欧
米
に
遠

く
及
ば
ず
隣
国
韓
国
に
も
遅
れ
を
と
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
両
視
察
地
の
観
光
事

情
を
探
り
、
国
は
と
も
か
く
県
内
観
光

振
興
の
一
助
と
致
し
た
く
調
査
す
る
こ

と
と
し
た
。

〈
視
察
団
の
編
成
〉

前
述
の
視
察
目
的
に
賛
同
し
参
加
い

た
だ
い
た
方
々
は
別
掲
の
二
十
名
。
視

察
団
は
私
を
加
え
た
二
十
一
名
で
編
成
。

尚
、
結
団
式
の
折
に
団
長
、
副
団
長
、

視
察
先
レ
ポ
ー
ト
執
筆
者
を
選
出
し
た
。

〈
事
前
勉
強
会
開
催
〉

中
東
諸
国
、
と
り
わ
け
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
上

極
め
て
重
要
な
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
態
が
よ
く
分
ら
な
い
遠
い
存

在
の
国
、
あ
る
い
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
中

東
戦
争
、
産
油
国
と
云
っ
た
認
識
が
強

く
必
ず
し
も
正
確
な
情
報
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
今
回
の
視
察
で

ア
ブ
ダ
ビ
の
ガ
ス
会
社
視
察
に
御
支
援

を
い
た
だ
い
た
�
中
東
調
査
会
の
大
野

元
裕
氏
に
依
頼
し
事
前
勉
強
会
を
開
催

し
た
。

〈
視
察
成
果
〉

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
で
埼
玉
県
と

ほ
ぼ
同
じ
面
積
の
ド
バ
イ
の
開
発
と
発

展
振
り
は
驚
嘆
以
外
の
何
も
の
で
も
な

か
っ
た
。
訪
問
前
に
目
を
通
し
た
経
済

誌
に
ド
バ
イ
に
世
界
中
の
三
割
の
ク
レ

ー
ン
が
集
結
と
の
記
事
が
あ
り
、
真
偽

の
ほ
ど
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
が
所
狭

し
と
立
ち
並
ぶ
ク
レ
ー
ン
の
群
れ
に
こ

れ
も
納
得
で
ド
バ
イ
の
開
発
は
驚
愕
の

一
語
に
尽
き
た
。

急
ピ
ッ
チ
に
進
む
こ
の
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
視
察
団
の
一
行
の
中
に
は
二
十

年
、
三
十
年
後
の
ド
バ
イ
に
懸
念
を
抱

く
人
も
い
た
が
周
辺
諸
国
の
不
安
定
さ

を
考
え
れ
ば
砂
漠
の
地
を
一
大
経
済
地

に
変
身
さ
せ
た
国
家
戦
略
は
日
本
の
国

づ
く
り
、
県
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
そ

し
て
企
業
経
営
に
参
考
と
な
る
こ
と
多

く
視
察
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。
願
わ
く
ば
ド
バ
イ
の
発
展
が
二
十

年
、
三
十
年
後
も
砂
上
の
楼
閣
と
揶
揄

さ
れ
ぬ
よ
う
続
い
て
い
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

ま
た
ド
バ
イ
に
次
い
で
訪
問
し
た
ア

ブ
ダ
ビ
に
あ
る
ア
ブ
ダ
ビ
ガ
ス
会
社
の

視
察
は
ま
こ
と
に
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

視
察
先
で
あ
る
世
界
最
大
級
の
ガ
ス
田

は
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
１
６
０
キ
ロ
離
れ
た

ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ダ
ス
島
に
あ
り
、
ア
ブ

ダ
ビ
ガ
ス
会
社
専
用
の
飛
行
機
で
訪
問

し
た
が
、
島
は
要
塞
で
軍
の
管
理
下
に

あ
っ
て
ま
さ
に
ガ
ス
が
国
の
戦
略
物
資

で
あ
る
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け

ら
れ
た
。
視
察
に
あ
た
っ
て
は
カ
メ
ラ
、

携
帯
電
話
の
持
参
も
禁
止
さ
れ
る
な
ど

０
０
７
の
世
界
を
地
で
い
く
も
の
だ
っ

た
が
、
逆
に
参
加
者
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
要
性
、
中
東
問
題
の
本
質
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
思
っ
て
い

る
。最

後
に
訪
れ
た
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
は
ド
バ
イ
や
ア
ブ
ダ
ビ
同
様
市

民
の
多
く
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
が
東
西

文
明
の
融
合
の
地
の
評
判
通
り
異
文
化

共
生
の
都
市
だ
っ
た
。
そ
の
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
の
あ
る
ト
ル
コ
は
現
在
Ｅ
Ｕ
加

盟
を
目
前
に
経
済
振
興
を
図
り
高
度
成

長
を
続
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
の

中
、イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
は
ア
ジ
ア
側
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
を
分
け
る
ボ
ス
ポ
ラ
ス

海
峡
に
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
す
る
一

大
工
事
が
大
成
建
設
の
施
行
の
も
と
で

進
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
施
工
振
り
に

国
や
地
元
民
の
評
価
と
信
頼
は
高
く
視

察
団
一
行
は
日
本
の
技
術
力
の
高
さ
を

海
外
で
知
る
こ
と
と
な
り
も
の
づ
く
り

の
重
要
性
を
改
め
て
か
み
し
め
て
い
た
。

以
上
、
諸
々
の
成
果
が
得
ら
れ
た
視

察
だ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
成
果
も
参
加

し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
御
支
援
と
、
視

察
の
各
般
に
わ
た
り
御
協
力
を
賜
っ
た

方
々
の
お
蔭
で
あ
り
こ
こ
に
改
め
て
衷

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
１９
年

埼
玉
経
協

視視
察察
団団
編編
成成
事事
務務
局局
報報
告告

専
務
理
事

野
上

武
利

専務理事 野上 武利

― ４ ―



在
ド
バ
イ
日
本
総
領
事
館
を

訪
ね
て

引間 将利氏

富
士
倉
庫
運
輸

専
務
執
行
役
員

引
間

将
利
氏

平
成
十
九
年
七
月
九
日
�
、
視
察
団

一
行
は
ド
バ
イ
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
内
に
あ
る
日
本
総
領
事
館
を
訪
問

し
、
小
林
弘
裕
総
領
事
か
ら
ド
バ
イ
の

経
済
事
情
等
に
つ
い
て
の
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〈
ド
バ
イ
の
特
徴
〉

埼
玉
県
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
有
す
る

ド
バ
イ
の
人
口
は
、
現
在
約
一
四
〇
万

人
に
達
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
イ
ラ
ン
な
ど
を
中
心
に
、
外
国

籍
の
住
民
が
八
割
を
占
め
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
六
三
七
億
ド
ル
の

う
ち
、
ド
バ
イ
は
約
三
分
の
一
を
占
め

て
い
る
。

「
石
油
に
未
来
は
見
出
せ
ず
」
と
の

認
識
の
下
、
早
く
か
ら
非
石
油
化
を
目

指
し
、
経
済
構
造
の
多
角
化
を
進
め
て

き
た
。
最
近
の
発
展
振
り
を
称
し
て
、

中
東
の
「
銀
座
四
丁
目
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

在
留
邦
人
数
は
こ
の
七
月
で
、
二
〇

〇
九
人
と
な
り
、
現
地
進
出
の
法
人
企

業
数
も
約
二
〇
〇
社
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、二
〇
〇
六
年
に
は
、約
八
万
人
の

邦
人
旅
行
者
が
ド
バ
イ
を
訪
れ
て
い
る
。

〈
ド
バ
イ
に
発
展
を
も
た
ら
し
た
六
つ

の
要
因
〉

ド
バ
イ
の
発
展
を
可
能
に
し
た
要
因

と
し
て
、
第
一
に
は
、
ラ
シ
ー
ド
首
長

や
ム
ハ
ン
マ
ド
現
首
長
に
代
表
さ
れ
る
、

長
期
的
視
野
を
も
つ
有
能
な
首
長
が
い

る
こ
と
。
第
二
に
は
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
航

空
や
ジ
ュ
ベ
ル
ア
リ
・
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン

な
ど
の
「
人
と
物
流
の
ハ
ブ
」
機
能
を

備
え
て
い
る
こ
と
。

第
三
に
は
、オ
イ
ル
マ
ネ
ー
な
ど
周
辺

国
か
ら
の
資
金
の
流
入
が
図
れ
た
こ
と
。

第
四
に
は
、「
東
京
以
上
」
と
認
識

さ
れ
る
程
の
治
安
の
良
さ
。

第
五
に
は
、
一
九
九
〇
年
、
九
一
年

の
湾
岸
戦
争
、
二
〇
〇
一
年
の
九
・
一

一
事
件
、
二
〇
〇
三
年
、
〇
四
年
の
イ

ラ
ク
戦
争
や
サ
ウ
ジ
治
安
問
題
等
周
辺

地
域
情
勢
を
有
効
利
用
で
き
た
こ
と
。

第
六
に
は
、
住
居
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
至
る
ま
で
、

外
国
人
向
け
の
生
活
環
境
を
整
備
し
て

お
り
、
日
常
生
活
面
で
不
便
を
感
じ
さ

せ
な
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
ド
バ
イ
の
将
来
性
に
つ
い
て
〉

ド
バ
イ
の
将
来
性
に
つ
い
て
、
明
る

い
展
望
が
持
て
る
理
由
と
し
て
、
第
一

に
は
、
有
能
な
現
首
長
（
五
七
歳
）
の

下
で
、「
長
期
安
定
的
」
な
政
治
・
経

済
運
営
が
想
定
で
き
る
こ
と
。

第
二
に
は
、
人
と
物
流
の
ハ
ブ
機
能

を
更
に
拡
充
さ
せ
る
た
め
、「
新
空
港

計
画
」
を
推
進
し
て
お
り
、加
え
て
、ジ

ュ
ベ
ル
ア
リ
港
の
拡
張
や
エ
ミ
レ
ー
ツ

航
空
路
線
の
拡
張
も
進
ん
で
い
く
こ
と
。

第
三
に
は
、
二
〇
〇
四
年
に
金
融
機

関
向
け
の
経
済
特
区
「
ド
バ
イ
国
際
金

融
セ
ン
タ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
が
、
着

実
な
進
展
が
図
れ
て
い
る
こ
と
。

第
四
に
は
、
ド
バ
イ
警
察
の
努
力
も

あ
っ
て
、
治
安
は
引
き
続
き
保
た
れ
る

で
あ
ろ
う
こ
と
。

第
五
に
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
な
ど

周
辺
地
域
の
情
勢
は
不
透
明
で
あ
る
が
、

ド
バ
イ
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は

少
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

第
六
に
は
、
今
後
、
教
育
や
社
会
モ

ラ
ル
の
向
上
な
ど
自
国
民
対
策
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
更
な
る
環
境
整
備
や
周

辺
国
人
の
ド
バ
イ
拠
点
化
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

〈
日
本
と
の
関
係
〉

在
留
邦
人
数
、
調
査
団
数
、
輸
入
比

率
等
で
比
較
す
る
限
り
、
現
地
に
お
け

る
日
本
の
ビ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
は
相
対
的
に

低
下
し
て
い
る
。

建
設
や
小
売
業
等
で
は
、
日
系
企
業

の
更
な
る
現
地
進
出
の
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
人
材
育
成
面
で
の
協
力
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

経
済
面
以
外
の
分
野
で
も
、
交
流
は

徐
々
に
深
ま
り
つ
つ
あ
り
、「
太
鼓
」

や
「
歌
舞
伎
」
な
ど
の
伝
統
文
化
に
関

心
を
示
し
、
日
本
ア
ニ
メ
も
人
気
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

〈
そ
の
他
〉

急
速
な
経
済
発
展
か
ら
派
生
す
る
歪

み
と
し
て
、
物
価
高
が
避
け
ら
れ
ず
、

家
賃
の
高
騰
か
ら
隣
接
す
る
首
長
国
へ

転
居
す
る
結
果
、
朝
夕
の
交
通
渋
滞
や

大
気
汚
染
の
問
題
も
生
じ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

〈
視
察
団
に
参
加
し
て
〉

最
近
は
、
日
本
で
も
ド
バ
イ
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
新
聞
や
経
済
誌

等
で
も
ド
バ
イ
の
特
集
が
組
ま
れ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
な
り
に
予
備
知

識
を
も
っ
て
、
現
地
に
臨
み
ま
し
た
が
、

極
め
て
高
い
ド
バ
イ
の
経
済
発
展
の
状

況
や
今
な
お
続
く
大
規
模
開
発
の
状
況

な
ど
を
こ
の
眼
で
み
て
、
正
に
、「
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
の
感
を
強
く
抱

き
ま
し
た
。
大
変
意
義
の
あ
る
視
察
で

あ
り
ま
し
た
。

▲
ド
バ
イ
総
領
事
館
で
小
林
弘
裕
総

領
事（
写
真
手
前
）に
よ
る
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ

�
ド
バ
イ
の
象
徴

七
つ
星
ホ
テ
ル

「
バ
ー
ジ
ュ
・
ア
ル
・
ア
ラ
ブ
」
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ド
バ
イ

ナ
キ
ー
ル

（
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
）社
を
訪
問

吉野 寛治氏

吉
野
電
化
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

吉
野

寛
治
氏

ド
バ
イ
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）
を
構
成
す
る
首
長
国
の
一
つ
で
、

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
東
部
に
あ
り
、
北
西

側
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
面
し
て
い
る
。
面

積
は
埼
玉
県
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
約
３
９

０
０
�
で
あ
る
。
早
く
か
ら
石
油
依
存

の
体
質
か
ら
の
脱
却
を
計
画
し
、
貿
易

と
金
融
お
よ
び
商
業
で
中
東
最
大
の
中

心
地
に
変
貌
し
た
が
、
近
年
は
、
観
光

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
今
回
訪
れ
た
Ｎ
Ａ

Ｋ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
（
ナ
キ
ー
ル
）
社
で
あ
る
。

ナ
キ
ー
ル
社
は
ド
バ
イ
公
営
不
動
産

会
社
で
あ
り
、ド
バ
イ
に
お
け
る
観
光
・

不
動
産
開
発
の
中
心
的
な
会
社
で
あ
る

の
で
、
そ
の
現
状
と
経
営
戦
略
な
ど
に

つ
い
て
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
質

問
は
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
て
お
き
、
そ

れ
ら
の
内
容
に
沿
っ
て
、
ナ
キ
ー
ル
社

の
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の
マ
リ
ア
氏
や

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
担
当
の
フ
セ
イ
ン
氏
、

及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

中
田
氏
か
ら
ご
説
明
を
頂
い
た
。

１
�
ナ
キ
ー
ル
社
の
概
要

３５
年
前
（
１
９
７
２
年
）
に
当
時
の

ラ
シ
ー
ド
首
長
が
ポ
ー
ト
・
ラ
シ
ー
ド

を
作
り
、
ド
バ
イ
に
お
け
る
貿
易
の
基

盤
を
作
っ
た
。
２５
年
前
（
１
９
８
２

年
）
に
は
ジ
ュ
ベ
ル
・
ア
リ
地
域
に
、

よ
り
大
規
模
な
人
口
の
港
や
ハ
イ
ウ
ェ

イ
を
作
り
、
こ
こ
で
５
０
０
０
社
が
貿

易
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
は
観
光
で
の
繁
栄
を
図
り
た
い
と

考
え
、
海
岸
に
目
を
付
け
た
。
当
時
の

海
岸
は
７５
�
し
か
な
か
っ
た
が
、
海
岸

線
を
倍
に
し
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、

椰
子
の
木
（
パ
ー
ム
）
の
形
の
土
地
を

海
岸
線
か
ら
飛
び
出
す
よ
う
に
造
っ
た
。

こ
れ
ら
の
土
地
を
３
年
前
に
売
り
出
し

た
ら
、
７２
時
間
で
完
売
し
た
。
大
変
す

ば
ら
し
い
商
売
に
な
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ド
バ
イ
政
府
と
し
て
会
社
を
創
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ナ
キ
ー
ル
社

が
創
設
さ
れ
た
。
ナ
キ
ー
ル
と
は
、
ア

ラ
ブ
語
で
椰
子
の
木
を
意
味
す
る
。
ナ

キ
ー
ル
社
は
、
ド
バ
イ
政
府
が
所
有
す

る
不
動
産
会
社
で
あ
る
。
ナ
キ
ー
ル
社

は
海
岸
の
埋
め
立
て
以
外
に
、
ハ
ウ
ジ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ゴ
ル
フ
場
を
運

営
し
て
い
る
。

ナ
キ
ー
ル
社
の
チ
ェ
ア
マ
ン
は
ス
ル

タ
ン
・
ア
ハ
メ
ッ
ド
・
ビ
ン
・
ス
レ
イ

ヤ
ム
と
い
う
方
で
、
港
湾
関
係
か
ら
始

め
た
方
で
あ
る
。
ナ
キ
ー
ル
社
に
は
社

員
が
約
６
０
０
人
い
る
。

２
�
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
計
画

の
概
要

パ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
海
岸
で
の
土
地

開
発
以
外
の
計
画
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
計
画
が
あ
る
。
パ
ー

ム
開
発
地
域
の
西
の
端
に
当
た
る
海
岸

に
直
径
１５
�
ほ
ど
の
領
域
に
島
々
を
建

設
し
、
さ
ら
に
陸
地
の
中
に
は
第
一
期

工
事
と
し
て
全
長
８
�
に
お
よ
ぶ
ア
ラ

ビ
ア
運
河
と
い
う
も
の
を
建
設
中
で
あ

る
。
島
の
埋
め
立
て
は
１３
％
が
完
了
し

て
い
る
が
、
全
体
に
出
来
る
ま
で
に
は

あ
と
１０
年
、
１５
年
は
掛
か
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
地
域
全
体
で
１
０
０
万

人
を
住
め
る
町
を
作
る
計
画
で
あ
る
。

こ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
の
総

額
は
大
体
１
０
０
億
ド
ル
（
約
１
兆
２

０
０
０
億
円
）
で
あ
る
。

３
�
ナ
キ
ー
ル
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

国
家
戦
略
と
の
関
係

２５
年
前
、
こ
の
開
発
を
始
め
よ
う
と

し
た
時
は
、
こ
の
辺
り
は
す
べ
て
砂
漠

だ
っ
た
。
こ
う
い
う
何
も
無
い
と
こ
ろ

に
巨
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
世
界
に
無

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
人
々
や
物
資
が
集
ま
っ
て

く
る
と
の
信
念
で
始
ま
っ
た
。
ま
ず
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
来
る
。
次
に
建
設
関

係
の
人
た
ち
が
来
る
。
そ
う
す
る
と
そ

の
家
族
も
来
て
、
家
が
必
要
と
な
り
車

も
必
要
と
な
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
も
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
が
更
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
設
す
る
と

の
考
え
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、こ
こ
に

港
を
作
る
と
き
に
は
す
で
に
、
こ
の
辺

り
の
住
宅
開
発
も
併
せ
て
進
め
て
い
た
。

何
故
こ
う
し
た
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
出
来
る
か
と
言
え
ば
、
ナ
キ
ー
ル
社

は
ド
バ
イ
政
府
の
会
社
な
の
で
、
土
地

は
タ
ダ
で
あ
る
。
そ
の
恩
恵
は
大
変
大

き
い
。
た
と
え
ば
住
宅
開
発
地
域
で
３

０
０
�
の
家
は
売
値
が
１
０
０
万
ド
ル

（
約
１
億
２
０
０
０
万
円
）
だ
が
、
建

設
コ
ス
ト
が
１
０
０
０
ド
ル
／
�
と
し

て
建
物
に
は
３０
万
ド
ル
、
道
路
・
水
道

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
で
１０
万
ド
ル
、
宣
伝

販
売
費
で
１０
万
ド
ル
の
、
合
わ
せ
て
５０

万
ド
ル
で
で
き
る
。
こ
れ
を
１
０
０
万

ド
ル
で
売
る
の
で
あ
る
。
土
地
が
タ
ダ

だ
か
ら
良
い
商
売
に
な
る
。

４
�
ナ
キ
ー
ル
社
の
経
営
戦
略
の
立
案

シ
ス
テ
ム

ナ
キ
ー
ル
社
の
上
に
は
、
ド
バ
イ
政

府
１
０
０
％
所
有
の
ド
バ
イ
・
ワ
ー
ル

ド
と
い
う
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
会
社
が
あ

る
。
そ
の
下
に
関
連
会
社
が
１１
社
あ
り
、

筆
頭
が
ド
バ
イ
ポ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
と
い

う
港
湾
運
営
会
社
で
あ
る
。
昨
年
、
ア

メ
リ
カ
の
港
湾
を
買
占
め
よ
う
と
し
て

ア
メ
リ
カ
議
会
に
た
た
か
れ
た
。
２
番

目
は
ジ
ュ
ベ
ル
・
ア
リ
・
フ
リ
ー
ゾ
ー

ン
（
経
済
特
区
）
に
あ
る
港
湾
運
営
会

社
で
、
３
番
目
が
ナ
キ
ー
ル
社
で
あ
る
。

１１
社
全
部
を
チ
ェ
ア
マ
ン
の
ス
レ
イ
ヤ

ム
氏
が
束
ね
て
い
る
。

ス
レ
イ
ヤ
ム
氏
は
、
現
ド
バ
イ
首
長

の
シ
ェ
イ
ク
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
氏
か
ら
厚

い
信
頼
を
受
け
て
い
る
方
で
あ
る
。
そ

し
て
、
ナ
キ
ー
ル
社
に
お
け
る
肩
書
き

に
は
「
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
Ｒ
ｕ
ｌ
ｅ
ｒ
」
と
書

い
て
あ
り
、
つ
ま
り
最
高
の
経
営
権
限

を
持
っ
て
い
る
と
と
も
に
全
体
の
統
治

者
で
も
あ
る
。
そ
の
実
態
は
、
ス
レ
イ

ヤ
ム
氏
の
次
の
言
葉
に
表
れ
て
い
る
。

「
私
に
は
役
員
会
は
い
ら
な
い
。
役
員

会
が
あ
る
と
決
断
す
る
の
に
時
間
が
か

ナ
キ
ー
ル
社
が
海
上
に
建
設
中
の

ホ
テ
ル
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ッ
ク
（
船
か
ら
）
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か
る
。
ド
バ
イ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
は
時
間

で
あ
る
。
即
決
し
な
い
と
商
売
に
な
ら

な
い
。」
ナ
キ
ー
ル
社
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ど
う
進
め
る
か
を
決
め
て
い
る
の

は
、
チ
ェ
ア
マ
ン
の
ス
レ
イ
ヤ
ム
氏
と

そ
の
上
の
シ
ェ
イ
ク
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
氏

の
二
人
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
姿

に
は
力
強
い
経
営
の
姿
勢
を
見
て
取
れ

る
が
、
一
方
で
、
全
権
を
持
っ
て
独
裁

的
に
決
め
て
い
る
こ
と
に
一
概
の
懸
念

を
持
っ
た
。

５
�
パ
ー
ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ
を
始
め
と

す
る
パ
ー
ム
三
部
作
の
現
況

「
パ
ー
ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ
」
は
最
初

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
２
０
０
１
年
６

月
１
日
に
表
明
し
た
。
開
発
し
た
土
地

は
椰
子
の
木
の
形
を
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
ド
バ
イ
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。

主
に
オ
ラ
ン
ダ
の
建
設
会
社
が
工
事
を

担
当
し
て
い
る
。
中
央
に
幹
と
な
る
部

分
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
椰
子
の
葉
が
広

が
る
よ
う
に
土
地
が
作
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
外
に
ほ
ぼ
円
形
の
防
波
堤

が
あ
り
、
直
径
５
�
程
で
あ
る
。

ド
バ
イ
で
は
２
０
１
０
年
に
１
５
０

０
万
人
の
観
光
需
要
を
見
込
ん
で
お
り
、

ホ
テ
ル
が
不
足
し
て
い
る
。パ
ー
ム
・
ジ

ュ
メ
イ
ラ
で
は
海
岸
線
に
３２
の
ホ
テ
ル

が
現
在
建
設
中
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
、人
口
運
河
、公
園
な
ど

を
建
設
中
で
あ
る
。
幹
の
部
分
に
は
モ

ノ
レ
ー
ル
が
走
り
、
４
つ
の
駅
が
あ
る
。

２
０
０
８
年
１２
月
の
完
成
予
定
で
あ
る
。

幹
か
ら
葉
に
移
る
あ
た
り
に
は
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
６
棟
の
ビ

ル
の
建
設
が
予
定
さ
れ
、
ナ
キ
ー
ル
社

が
販
売
し
て
い
る
。
幹
に
は
ヴ
ィ
ラ
居

住
棟
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ヴ
ィ
ラ
に

は
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ビ
ー
チ
が
付
い
て
い
る
。
大
き
目
の

ヴ
ィ
ラ
の
広
さ
は
１
２
０
０
�
で
、
ナ

キ
ー
ル
社
で
は
こ
れ
を
１
２
０
万
ド
ル

（
約
１
億
４
０
０
０
万
円
）で
販
売
し
た
。

現
在
、
市
場
で
は
４
５
０
〜
５
０
０
万

ド
ル
（
約
５
億
４
０
０
０
万
円
〜
６
億

円
）
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
海
中
地
下

ト
ン
ネ
ル
は
、現
在
建
設
中
で
あ
り
、完

成
す
る
と
車
の
場
合
は
こ
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
っ
て
地
上
に
出
る
こ
と
が
出
来

る
。
外
周
に
は
１１
�
に
及
ぶ
防
波
堤
が

あ
る
。
外
海
か
ら
の
保
護
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
に
も
ホ
テ
ル
を
建
設
す
る
。
こ
の

防
波
堤
は
、波
の
高
さ
が
４
、５
�
の
波

で
も
耐
え
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
の
建
設
は
、
金
融
会
社
が
参

加
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
担

当
し
て
い
る
。
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
は
政
府
が
負
担
す
る
。
下
水

道
も
完
備
さ
れ
て
い
る
し
、
中
央
集
中

型
の
下
水
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
事
業
に
関
係
し
て
い
る
人
は
６

万
人
、
観
光
客
が
２
万
人
、
ホ
テ
ル
の

客
が
２
万
人
で
合
計
１０
万
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
な
る
。

「
パ
ー
ム
・
ジ
ュ
ベ
ル
・
ア
リ
」
は
、

も
う
ひ
と
つ
の
椰
子
の
木
型
の
埋
め
立

て
開
発
で
、
そ
の
直
径
は
８
�
あ
る
。

２
０
０
６
年
に
埋
め
立
て
が
完
了
し
、

土
地
は
す
で
に
完
売
し
て
い
る
。

「
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
は
、
上
記
の
二

つ
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら
構
想
さ
れ
た

開
発
で
、
２
０
０
３
年
中
頃
か
ら
開
発

に
着
手
し
、
２
０
０
４
年
か
ら
埋
め
立

て
を
開
始
し
た
。
現
在
ま
で
に
埋
め
立

て
の
９０
％
、
防
波
堤
の
８０
％
、
島
の
部

分
の
４５
％
が
完
了
し
て
い
る
。
完
成
は

２
０
０
８
年
の
中
ご
ろ
の
予
定
で
あ
る
。

島
は
す
で
に
５０
％
が
売
れ
て
い
る
。
全

体
で
３
０
０
の
人
口
島
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
島
の
保
有
者
が
開
発
の
主
体
と

な
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
建
物
を
立

て
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
特
殊
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
ザ
・
ワ
ー
ル
ド

は
ド
バ
イ
の
海
岸
線
か
ら
６
〜
７
�
離

れ
て
い
て
、
渡
る
に
は
５
〜
７
分
か
か

る
。
島
の
間
は
、
幅
の
広
い
と
こ
ろ
で

１
�
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
に
は
ボ
ー
ト
、

ヘ
リ
、
水
上
飛
行
機
を
使
う
が
、
将
来

は
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
か
ら
各
パ
ー
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
な
計
画
が
あ
る
。

島
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
形
態
は
、

豊
富
な
石
油
か
ら
発
電
し
た
電
気
で
あ

る
。
島
の
価
格
は
２
万
�
の
土
地
、
２

０
０
０
�
の
ヴ
ィ
ラ
付
き
で
、
３
５
０

０
万
ド
ル
（
約
４２
億
円
）
で
あ
る
。

ナ
キ
ー
ル
社
で
動
か
し
て
い
る
こ
れ

ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
総
額
で
約
３

０
０
億
ド
ル（
約
３
兆
６
０
０
０
億
円
）

に
な
る
。

６
�
ド
バ
イ
の
国
家
戦
略
と
オ
イ
ル
マ

ネ
ー
と
の
関
係

３５
年
前
に
港
湾
を
開
発
し
て
貿
易
を

始
め
、
２５
年
前
に
ジ
ュ
ベ
ル
・
ア
リ
に

経
済
特
区
を
作
り
産
業
誘
致
を
始
め
た

頃
か
ら
、
石
油
に
頼
っ
て
い
て
は
だ
め

だ
と
い
う
シ
ェ
イ
ク
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
首

長
の
英
断
が
あ
っ
た
。
オ
イ
ル
マ
ネ
ー

を
頼
り
に
せ
ず
、
貿
易
・
金
融
・
商
業

で
ま
ず
自
立
し
て
、
そ
の
次
に
観
光
で

自
立
す
る
と
う
の
が
戦
略
で
あ
る
。

何
故
ド
バ
イ
だ
け
が
こ
ん
な
に
繁
栄

で
き
た
か
と
い
う
と
、
３
つ
の
理
由
が

あ
る
。
�
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
９
・
１１
事

件
以
来
、
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
投
資

さ
れ
て
い
た
ア
ラ
ブ
の
お
金
が
凍
結
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
か

ら
中
東
に
戻
っ
て
き
た
。
�
オ
イ
ル
マ

ネ
ー
が
、
５
、
６
年
前
の
バ
レ
ル
２５
ド

ル
か
ら
現
在
は
７０
ド
ル
と
な
っ
て
価
値

が
３
倍
に
な
っ
た
。
�
５
年
前
に
シ
ェ

イ
ク
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
首
長
が
、
外
国
人

が
不
動
産
を
買
っ
た
場
合
に
ド
バ
イ
の

居
住
権
を
与
え
た
。
た
だ
し
、
永
住
権

は
与
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
３
つ
が

相
乗
効
果
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
持
ち
が
、
た
と
え

ば
年
収
１
０
０
０
万
ド
ル
（
約
１２
億

円
）
と
す
る
と
、
だ
い
た
い
税
金
で
４

割
取
ら
れ
る
。仮
に
３
０
０
万
ド
ル（
約

３
億
６
０
０
０
万
円
）の
家
を
パ
ー
ム
・

ジ
ュ
メ
イ
ラ
で
購
入
す
れ
ば
、
ド
バ
イ

の
居
住
権
が
も
ら
え
る
こ
と
で
、
も
と

の
国
の
非
居
住
者
と
な
り
、
少
な
く
と

も
住
民
税
相
当
分
は
節
税
が
可
能
に
な

る
。
同
じ
こ
と
が
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ

ン
の
金
持
ち
に
も
言
え
る
。
こ
の
よ
う

に
世
界
中
か
ら
金
持
ち
が
ド
ー
ン
と
来

て
、
税
金
対
策
に
も
な
る
の
で
、
パ
ー

ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ
で
２
０
０
〜
３
０
０

万
ド
ル
の
物
件
を
ど
ん
ど
ん
購
入
し
た
。

こ
れ
ま
で
内
陸
の
住
宅
で
稼
い
だ
お

金
で
会
社
を
作
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
住
宅
を
販
売
す
る
と
き
は
、

契
約
時
に
１０
％
、
基
礎
が
で
き
た
ら
１０

％
、
上
の
階
が
で
き
た
ら
１０
％
と
い
う

よ
う
に
建
設
の
段
階
に
応
じ
て
支
払
い

し
て
も
ら
う
方
式
を
取
っ
て
い
る
。
し

か
も
５０
％
以
上
支
払
い
が
済
め
ば
転
売

権
利
が
付
い
て
く
る
。
そ
れ
故
、
実
際

に
誰
か
が
入
居
す
る
ま
で
に
所
有
者
が

３
人
や
４
人
も
変
わ
る
と
い
う
事
態
も

発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
バ
ブ

ル
期
を
思
い
出
す
。
と
は
言
え
、
ナ
キ

ー
ル
社
側
に
す
れ
ば
、
建
設
資
金
な
し

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
回
せ
る
。
こ
う
し

て
お
金
が
う
ま
く
回
っ
て
い
る
。
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
る
間
は
常
に
お

金
が
回
っ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
止
め
た
と
き
が
心
配
で
あ
る
。

７
�
日
本
と
の
関
係

ナ
キ
ー
ル
社
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
日
本
企
業
の
評
価
は
非
常
に

高
い
。
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
は
設
計
と
施

工
を
併
せ
て
受
け
て
く
れ
る
し
、
契
約

ま
で
は
時
間
が
か
か
る
が
、
契
約
に
サ

イ
ン
す
れ
ば
黙
っ
て
い
て
も
約
束
し
た

も
の
を
工
期
通
り
に
作
っ
て
く
れ
る
と

信
用
度
が
高
い
。
従
っ
て
、
ナ
キ
ー
ル

社
が
仕
切
っ
て
い
る
大
型
工
事
は
、
こ

の
と
こ
ろ
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
が
軒
並
み
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ア
ブ
ダ
ビ
・
ア
ド
ガ
ス
社
を

視
察
し
て

田中 忍氏

東
京
ガ
ス
�

埼
玉
支
店
長

田
中

忍
氏

取
っ
て
い
る
。

ド
バ
イ
全
体
で
建
設
ブ
ー
ム
が
続
い

て
い
る
が
、
欧
米
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

は
基
本
設
計
を
し
、
彼
ら
の
推
薦
す
る

安
い
業
者
に
発
注
し
て
い
る
。
韓
国
と

か
エ
ジ
プ
ト
と
か
、
レ
バ
ノ
ン
と
か
に

工
事
を
任
せ
た
が
工
事
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
。
工
期
は
ど
ん
ど
ん
ず
れ
込

む
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
責
任
を
問
わ

れ
な
い
の
み
か
、
時
間
が
掛
か
れ
ば
掛

か
る
ほ
ど
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の

契
約
が
伸
び
、
仕
事
が
増
え
結
果
的
に

収
入
が
増
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
パ

ー
ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
住
宅
の
引
渡
し
が
半
年
や
一
年
遅
れ

る
ケ
ー
ス
が
続
出
し
た
。

ナ
キ
ー
ル
社
で
実
質
�
２
の
マ
ル
ワ

ン
・
ア
ル
・
カ
ム
ズ
氏
は
困
っ
て
世
界

中
を
飛
び
回
り
、
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
の

す
ば
ら
し
さ
を
見
付
け
、
日
本
の
ゼ
ネ

コ
ン
各
社
の
ト
ッ
プ
と
個
人
的
な
パ
イ

プ
を
作
っ
た
。

こ
う
し
て
最
初
に
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン

が
入
っ
て
き
た
の
は
、
大
成
建
設
が
担

当
し
た
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
全
長

１
１
０
０
�
、
水
深
２０
�
、
契
約
金
額

約
２
０
０
０
万
ド
ル
（
約
２４
億
円
）
で
、

こ
れ
が
大
成
功
を
納
め
た
。
次
は
総
延

長
約
５
・
４
�
の
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設
で

あ
り
、
こ
れ
を
丸
紅
、
日
立
製
作
所
、

大
林
組
の
連
合
が
契
約
金
額
約
４
億
ド

ル（
約
４
８
０
億
円
）で
受
注
し
、
こ
れ

も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
清
水

建
設
が
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
約
４

億
５
０
０
０
万
ド
ル（
５
４
０
億
円
）で

受
注
し
た
。
入
札
で
は
従
来
工
法
だ
っ

た
が
完
全
Ｐ
Ｃ
化
工
法
で
の
工
期
短
縮

代
案
が
評
価
さ
れ
決
ま
っ
た
。
さ
ら
に

パ
ー
ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ
の
入
口
で
は
、大

林
組
が
延
べ
床
５０
万
�
の
モ
ノ
レ
ー
ル

操
車
場
と
オ
フ
ィ
ス
住
宅
タ
ワ
ー
を
６

億
ド
ル（
約
７
２
０
億
円
）で
受
注
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
パ
ー
ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ

の
中
で
今
、
大
型
工
事
は
ホ
テ
ル
も
入

れ
る
と
２０
件
く
ら
い
あ
る
が
、の
き
な
み

半
年
以
上
の
工
期
遅
延
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
工
期
通
り
に
進
ん
で
い

る
の
は
日
本
の
４
件
だ
け
で
あ
る
。
日

本
の
ゼ
ネ
コ
ン
は
契
約
し
た
ら
約
束
し

た
こ
と
は
絶
対
守
る
の
で
評
判
が
良
い
。

欧
米
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は
い
い
加

減
な
人
が
多
く
、こ
れ
か
ら
も
っ
と
日
本

の
ゼ
ネ
コ
ン
に
入
っ
て
き
て
も
ら
い
た

い
と
ナ
キ
ー
ル
社
で
は
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

ゴ
ミ
処
理
、
給
水
、
廃
水
プ
ラ
ン
ト
が

あ
り
、
商
社
と
組
ん
で
も
良
い
が
、
設

計
・
施
工
・
運
営
ま
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

受
け
て
く
れ
る
メ
ー
カ
ー
を
探
し
て
い

る
。
日
本
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
の
こ
と
。
と
い
う
の
は
、

ナ
キ
ー
ル
社
は
こ
の
２
、
３
年
で
急
激

に
大
き
く
な
っ
た
の
で
、
社
内
に
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
合
す
る
よ
う
な

充
分
な
経
験
や
知
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ

フ
が
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
電
力
供
給
に
関
し
て
も
、
こ

れ
だ
け
都
市
開
発
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

い
る
の
で
供
給
量
が
足
り
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
建
設
予
定
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
タ
ワ
ー
に
対
し
て
現
状

で
は
電
力
供
給
す
る
余
裕
は
無
く
、
し

た
が
っ
て
新
し
く
発
電
所
を
３
年
後
に

作
り
電
気
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
に
対
し
て
は
、

三
井
物
産
、
き
ん
で
ん
、
関
電
が
連
合

を
組
ん
で
電
源
供
給
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
連

合
で
発
電
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
・
施
工
・

運
営
ま
で
含
め
た
形
で
オ
フ
ァ
ー
を
出

し
て
く
れ
た
ら
、
非
常
に
良
い
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
魅
惑
の
ア
ラ
ビ
ア
ン
リ
ゾ
ー
ト
」

と
も
呼
ば
れ
る
ド
バ
イ
の
２１
世
紀
都
市

開
発
の
現
状
を
視
察
し
て
、
国
を
発
展

さ
せ
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
、
経

営
判
断
の
迅
速
さ
、
資
金
調
達
の
巧
妙

な
仕
組
み
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
ナ
キ
ー

ル
社
の
力
を
感
じ
つ
つ
、
実
は
こ
こ
に

大
変
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
な
が

ら
、
世
界
初
・
世
界
一
が
大
好
き
な
国
、

ド
バ
イ
を
後
に
し
た
。

１
、
は
じ
め
に

私
は
東
京
ガ
ス
に
勤
務
い
た
し
ま
す

が
、
今
回
初
め
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
＊
）
生
産

拠
点
視
察
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
弊

社
に
お
け
る
原
料
関
係
業
務
は
少
数
の

専
門
分
野
の
社
員
が
担
当
す
る
の
で
、

今
回
の
よ
う
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
生
産
拠
点
視

察
は
滅
多
に
出
来
な
い
事
で
す
。
こ
の

よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
埼

玉
県
経
営
者
協
会
野
上
専
務
理
事
、
な

ら
び
に
今
回
の
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
視
察
の
ア

レ
ン
ジ
を
し
て
い
た
だ
い
た
�
中
東
研

究
所
・
大
野
元
裕
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
視
察
し

た
ダ
ス
島
は
ア
ブ
ダ
ビ
の
内
務
省
の
軍

の
管
理
下
に
あ
る
た
め
、
ダ
ス
島
へ
の

渡
航
に
つ
い
て
は
厳
し
い
書
類
審
査
が

あ
り
ま
し
た
。
家
族
の
構
成
か
ら
父
親

の
名
前
・
誕
生
日
な
ど
細
部
に
わ
た
る

個
人
情
報
の
書
類
を
出
発
の
２
日
前
に

提
出
を
要
請
さ
れ
、
そ
れ
を
速
や
か
に

作
成
い
た
だ
い
た
視
察
団
メ
ン
バ
ー
の

方
々
に
も
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
出
発
当
日
に
は
ま
だ
ダ
ス
島

へ
の
渡
航
許
可
が
下
り
な
い
ま
ま
の
状

態
で
我
々
は
ド
バ
イ
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
現
地
に
お
い
て
精
力
的
に
ア

ブ
ダ
ビ
軍
に
折
衝
を
続
け
や
っ
と
の
こ

と
で
ダ
ス
島
へ
の
渡
航
パ
ス
ポ
ー
ト
を

入
手
い
た
だ
い
た
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
の

ア
ブ
ダ
ビ
駐
在
・
佐
藤
さ
ん
に
は
最
大

の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
軍
管
理
下
に
あ
る
事
か
ら
一
切

の
撮
影
が
認
め
ら
れ
ず
、
施
設
の
写
真

が
添
付
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
Ａ
Ｄ
Ｇ

Ａ
Ｓ
社
な
ら
び
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
へ
の
ご
理
解

を
い
た
だ
く
た
め
に
付
記
す
る
事
項
が

多
く
、
レ
ポ
ー
ト
が
長
文
と
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
容
赦
下
さ
い
。

（
＊
）�
Ｌ
Ｎ
Ｇ
�
液
化
天
然
ガ
ス
の
こ
と
。油
井
・

ガ
ス
田
か
ら
採
取
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
は
硫
黄

分
そ
の
他
の
不
純
物
が
含
ま
れ
る
の
で
こ
れ

ら
を
除
去
し
、
さ
ら
に
プ
ロ
パ
ン
・
エ
タ
ン
・

ブ
タ
ン
な
ど
を
取
り
除
き
製
品
と
し
て
の
天

然
ガ
ス
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
欧
米
・
ロ
シ
ア

な
ど
で
は
こ
れ
を
ガ
ス
体
の
ま
ま
パ
イ
プ
輸

送
し
ま
す
。
石
油
等
資
源
を
輸
入
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
い
日
本
で
は
、
こ
の
精
製
さ
れ

た
天
然
ガ
ス
輸
入
す
る
際
に
、
輸
送
効
率
と

日
本
に
お
け
る
貯
蔵
効
率
を
極
限
ま
で
高
め

経
済
性
を
最
大
に
追
究
す
る
為
に
こ
の
天
然

ガ
ス
を
液
化
し
て
輸
送
・
貯
蔵
す
る
方
法
を

選
択
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、精
製
さ
れ
た
天

然
ガ
ス
を
冷
媒
に
よ
り
冷
却
し
最
終
的
に
マ

イ
ナ
ス
１
６
２
度
の
液
体
と
し
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
体
積
が
約
６
０
０
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

２
、
視
察
日
程

７
月
１０
日
�

０４
�
００
モ
ー
ニ
ン
グ
コ

― ８ ―



ー
ル

０４
�
４５
ホ
テ
ル
出
発

チ
ャ
ー

タ
ー
バ
ス
に
乗
り
一
路
ア
ブ
ダ
ビ
の
空

港
に
向
か
い
ま
し
た
。
夜
明
け
前
の
こ

の
時
間
で
も
屋
外
の
気
温
は
３２
度
、
ホ

テ
ル
を
出
る
と
湿
度
１
０
０
％
の
た
め

眼
鏡
が
曇
り
ま
す
。（
ち
な
み
に
、
昼

間
は
気
温
４６
度
湿
度
１
０
０
％
。
地
球

丸
ご
と
マ
イ
ク
ロ
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
の
よ

う
な
環
境
で
す
。）
０６
�
１０
ア
ブ
ダ
ビ

空
港
到
着

Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
対

応
に
て
朝
食
飲
み
物
ま
で
ご
用
意
い
た

だ
き
ま
し
た
。
０７
�
１０
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
て
海
上
１
６
０
�
離

れ
た
ダ
ス
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
０８
�

００
ダ
ス
島
到
着
後

Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
オ
フ

ィ
ー
ス
ビ
ル
に
て
会
社
概
要
・
プ
ラ
ン

ト
の
説
明
を
い
た
だ
き
、
プ
ラ
ン
ト
視

察
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
出

荷
・
貯
蔵
セ
ン
タ
ー
と
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
・
プ
ロ
セ
ス
管
理
セ
ン
タ
ー
の
２
箇

所
）
の
室
内
見
学
を
経
て
、
ダ
ス
島
内

の
各
種
施
設
を
バ
ス
か
ら
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
ご
配
慮

で
厚
生
施
設
に
お
い
て
幹
部
の
方
々
と

の
昼
食
会
も
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
し
た
。

料
理
長
自
ら
ご
説
明
に
お
み
え
頂
き
、

ア
ラ
ブ
料
理
・
イ
ラ
ン
料
理
・
ロ
ブ
ス

タ
ー
塩
焼
き
な
ど
な
ど
食
べ
ら
れ
な
い

ほ
ど
沢
山
の
お
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
双
方
の
メ
ン
バ

ー
全
員
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
員
の
記
念
撮
影
を
終
え

１４
�
１０
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
に
チ
ャ
ー
タ
ー
い

た
だ
い
た
飛
行
機
に
て
ア
ブ
ダ
ビ
空
港

に
向
か
い
ま
し
た
。
１５
�
００
空
港
到
着

バ
ス
に
て
ド
バ
イ
の
ホ
テ
ル
に
向
か

い
ま
し
た
。
１７
�
１０
ホ
テ
ル
到
着

無

事
に
ダ
ス
島
の
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
視
察
を
終

了
し
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
Ａ
Ｄ
Ｇ

Ａ
Ｓ
社
の
心
温
ま
る
歓
待
に
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

３
、
ア
ブ
ダ
ビ
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
事

業
に
つ
い
て

�
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
�

U
nited

A
rab
Em
irates

）
と
は

７
つ
の
首
長
国
（
ア
ブ
ダ
ビ
、
ド
バ

イ
、
シ
ャ
ル
ジ
ャ
、
ア
ジ
ュ
マ
ン
、
ラ

ス
・
ア
ル
・
ハ
イ
マ
、
ウ
ム
・
ア
ル
カ

イ
ワ
ン
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
）
で
構
成
さ
れ

る
連
邦
で
す
。
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
わ
が
国
と
の

関
係
、
輸
出
面
で
は
、
中
東
、
ア
フ
リ

カ
、
中
央
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
再
輸
出
の

拠
点
、
輸
入
面
で
は
、
原
油
が
８０
％
強

（
金
額
ベ
ー
ス
）、サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア（
シ

ェ
ア
３２
・
２
％
）
に
次
ぐ
供
給
国
（
シ

ェ
ア
２６
・
１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
ア
ブ
ダ
ビ
に
つ
い
て

ア
ブ
ダ
ビ
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
原
油
・
天
然

ガ
ス
の
可
採
埋
蔵
量
の
９０
％
以
上
を
有

し
て
お
り
、
連
邦
予
算
の
８０
％
を
負
担

し
、
大
統
領
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

ア
ブ
ダ
ビ
に
と
っ
て
わ
が
国
は
同
国

の
原
油
生
産
の
５０
％
以
上
を
過
去
２０
年

以
上
に
わ
た
り
引
き
取
っ
て
き
た
最
大

顧
客
で
す
。

�
ア
ブ
ダ
ビ
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
事
業

に
つ
い
て

ア
ブ
ダ
ビ
で
は
石
油
関
連
事
項
の
決

定
は
最
高
石
油
評
議
会（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
�Su -

prem
e
Petroleum

Council

）
の
管
轄

下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ

社
（
Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
�A

bu-D
habi

N
a -

tional
O
il
Com
pany

）
は
こ
の
Ｓ
Ｐ

Ｃ
の
管
轄
と
な
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ

Ｃ
は
、
石
油
・
ガ
ス
の
、
深
鉱
・
生
産

か
ら
精
製
・
石
油
化
学
な
ど
の
事
業
を

傘
下
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
通
じ
て
運

営
・
統
括
し
て
い
ま
す
。
天
然
ガ
ス
関

係
の
企
業
は
、
開
発
会
社
、
精
製
会
社
、

輸
送
会
社
に
大
き
く
分
類
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
傘
下
企
業
の
う
ち
天
然
ガ

ス
の
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
陸
上
ガ
ス

田
は
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
�A

bu-D
habi

Com
-

pany
for
O
nshore

O
il
O
perations

、

沖
合
い
ガ
ス
田
は
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
‐
Ｏ
Ｐ
Ｃ

Ｏ
�A

bu-D
habi

M
arine

O
peration

Com
pany

と
Ｚ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
�Zakum

D
evelopm

ent
Com
pany

が
担
っ
て

い
ま
す
。
ガ
ス
の
精
製
事
業
に
つ
い
て
、

陸
上
の
天
然
ガ
ス
精
製
プ
ラ
ン
ト
の
操

業
・
管
理
お
よ
び
国
内
販
売
・
輸
出
は

Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
�A

bu-D
habi

G
as
In -

dustries
Lim
ited

、
海
上
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ

ラ
ン
ト
の
操
業
・
輸
出
は
ダ
ス
島
の
Ａ

Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
�A

bu-D
habi

G
as
Lique -

faction
Com
pany

が
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ダ
ス
島
か
ら
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸

送
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
�N

ational
G
as

Shipping
Com
pnay

が
担
っ
て
い
ま
す
。

４
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

�
ダ
ス
島
に
つ
い
て

ダ
ス
島
は
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
１
６
０
�

の
海
上
に
位
置
し
、
石
油
天
然
ガ
ス
関

係
の
会
社
の
み
の
た
め
に
一
部
埋
め
立

て
ら
れ
た
広
さ
約
２
�
の
半
人
工
島
で

す
。
島
に
は
、
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ａ
‐
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｏ

�A
bu-D

habi
O
peration

Com
pany

（
沖
合
部
石
油
天
然
ガ
ス
の
深
鉱
・
開

発
・
生
産
会
社
）
と
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
（
ダ

ス
島
Ｌ
Ｎ
Ｇ
精
製
・
輸
出
会
社
）
の
２

社
が
存
在
し
ま
す
。

�
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
概
要

�
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
位
置
づ
け

Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
は
上
記
３
―
�
に
示
し

た
と
お
り
、
天
然
ガ
ス
開
発
会
社
で
あ

る
Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
か
ら
原
料
ガ
ス
供
給
契

約
に
よ
り
天
然
ガ
ス
を
受
け
入
れ
、
そ

れ
を
精
製
・
冷
却
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化

天
然
ガ
ス
）
と
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
、
ま
た
精
製

過
程
で
形
成
さ
れ
る
サ
ル
フ
ァ
を
生
産

し
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
と
Ｌ
Ｐ

Ｇ
を
東
京
電
力
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た

Ｌ
Ｎ
Ｇ
売
買
契
約
（
Ｓ
Ｐ
Ａ
）
�
２５
年

の
長
期
契
約
に
基
づ
き
東
京
電
力
に
輸

出
し
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
で
生
産
さ
れ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ

は
ご
く
一
部
の
ス
ポ
ッ
ト
も
の
を
除
き

そ
の
全
量
が
東
京
電
力
に
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
で
に
、
２
０
１
９
年
ま
で

の
長
期
売
買
契
約
が
両
社
で
締
結
さ
れ

て
い
ま
す
。

環
境
団
体
、
シ
ェ
ア
ホ
ル
ダ
ー

労

働
者
組
織

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
顧
客
）
の

４
つ
に
配
慮
し
な
が
ら
運
営
さ
れ
る
会

社
と
の
こ
と
で
す
。
６
―
７
年
前
に
比

べ
顧
客
・
環
境
に
特
に
配
慮
し
て
い
る

と
伺
い
ま
し
た
。

�
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ａ
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
を
安
定
供
給

し
顧
客
満
足
を
高
め
る
こ
と
。

ｂ
、
Ｈ
Ｓ
Ｅ
安
全
基
準
を
遵
守
し
品

質
管
理
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
努

め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

�
原
料
ガ
ス
源

ダ
ス
島
沖
合
い
３５
�
ウ
ム
・
シ
ャ
イ

フ
油
田
・
ガ
ス
田
、
１
０
０
�
に
あ
る

サ
ク
ム
油
田
、
２５
�
に
あ
る
エ
ル
・
ブ

ン
ド
ゥ
ク
油
田
、
３６
�
に
あ
る
ア
ブ
・

ア
ル
・
ブ
ク
ー
シ
ュ
・
ク
ル
・
ガ
ス
田

と
な
り
ま
す
。

ダ
ス
島
ア
ド
ガ
ス
社
玄
関
前
（
ア
ド
ガ
ス
社
提
供
）

― ９ ―



�
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
資
本
構
成

７０
％
�
Ａ
Ｄ
Ｎ
Ｏ
Ｃ

１５
％
�
三
井

物
産

１０
％
�
Ｂ
Ｐ
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
）

５
％
�
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ａ
Ｌ
社
（
フ
ラ
ン
ス
）
で
す
。

�
生
産
量

Ｌ
Ｎ
Ｇ
�
５
８
０
万
ｔ
／
年

Ｌ
Ｐ

Ｇ
�
１
６
０
万
ｔ
／
年
で
す
。

な
お
、
液
体
サ
ル
フ
ァ
�
４１
万
ｔ
／

年
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
不
純
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た

も
の
で
す
が
、
近
年
イ
ン
ド
・
中
国
に

む
け
肥
料
用
原
料
と
し
て
輸
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
生
産
プ
ロ
セ
ス
と
生
産
設
備

原
料
天
然
ガ
ス
↓
〈
ス
ラ
グ
キ
ャ
チ

ャ
ー
〉
↓
〈
酸
性
ガ
ス
除
去
設
備
〉
↓

〈
水
分
除
去
設
備
〉
↓
〈
水
銀
除
去
設

備
〉
↓
〈
重
質
分
除
去
設
備
〉
↓
天
然

ガ
ス
（
�
製
品
ガ
ス
）
の
完
成
↓
〈
液

化
設
備
〉
↓
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス

�
製
品
）
の
完
成
↓
〈
貯
蔵
設
備
〉
↓

〈
出
荷
設
備
〉

＊
ス
ラ
グ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
�
プ
ロ
パ
ン
以
上
�
Ｃ

５
＋
の
粗
い
分
離
が
行
わ
れ
ま
す

＊
酸
性
ガ
ス
除
去
設
備
�
原
料
天
然
ガ
ス
に
含
ま

れ
る
酸
性
ガ
ス
は
、
金
属
製
プ
ラ
ン
ト
を
腐
食

さ
せ
た
り
液
化
時
に
固
定
し
て
配
管
や
主
熱
源

交
換
機
を
計
測
さ
せ
た
り
す
る
の
で
こ
れ
を
除

去
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
酸
性
ガ
ス
に
は
硫
化
水

素
（
Ｈ
２
Ｓ
）
な
ど
の
有
機
硫
黄
化
合
物
・
二

酸
化
炭
素
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

＊
水
分
除
去
設
備
�
原
料
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
飽
和

水
蒸
気
を
、
液
化
プ
ロ
セ
ス
で
の
ハ
イ
ド
レ
ー

ド
形
成
温
度
到
達
以
前
に
除
去
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

＊
水
銀
除
去
設
備
�
天
然
ガ
ス
に
は
水
銀
が
元
素

と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、プ
ラ
ン
ト

の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
材
料
を
激
し
く
腐
食
す

る
為
に
、
硫
化
水
銀
と
し
て
固
定
し
て
吸
着
す

る
含
浸
活
性
炭
吸
着
プ
ロ
セ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

＊
重
質
分
除
去
設
備
�
原
料
天
然
ガ
ス
を
プ
ロ
パ

ン
冷
媒
で
冷
却
し
、
気
化
分
離
塔
（
フ
ラ
ッ
シ

ュ
ド
ラ
ム
）
に
送
っ
て
メ
タ
ン
、
エ
タ
ン
、
プ

ロ
パ
ン
、
ブ
タ
ン
、
ペ
ン
タ
ン
の
順
に
分
離
し

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
意

味
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
天
然
ガ
ス
液
化
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
ペ
ン
タ
ン
以
上
の
重
質
炭
化

水
素
成
分
は
温
度
低
下
に
よ
り
凝
固
し
、
設
備

に
損
傷
を
与
え
る
た
め
で
す
。
も
う
一
つ
は
除

去
さ
れ
る
炭
化
水
素
が
天
然
ガ
ス
よ
り
付
加
価

値
の
高
い
製
品
と
し
て
販
売
が
可
能
で
あ
る
た

め
で
す
。

＊
液
化
設
備
�
上
記
ま
で
の
一
連
の
前
処
理
工
程

で
、
酸
性
ガ
ス
、
水
分
、
水
銀
、
重
質
炭
化
水

素
な
ど
を
除
去
さ
れ
た
天
然
ガ
ス
は
、
メ
タ
ン

を
主
成
分
と
し
て
エ
タ
ン
と
わ
ず
か
な
プ
ロ
パ

ン
を
含
む
ガ
ス
に
精
製
さ
れ
、
製
品
天
然
ガ
ス

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
液
化
工
程
に
供
給
し
ま

す
。
液
化
に
は
温
度
と
圧
力
に
よ
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
高
圧
で
の
液
化
は
プ
ラ
ン
ト
の
耐
圧

化
�
高
コ
ス
ト
化
を
生
じ
る
た
め
、
天
然
ガ
ス

は
冷
却
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス
１
６
２
度
ま
で
温
度

を
下
げ
、
液
化
し
ま
す
。
天
然
ガ
ス
液
化
の
原

理
は
、
気
体
が
膨
張
し
て
密
度
が
減
少
す
る
と

き
に
希
薄
な
密
度
を
維
持
す
る
た
め
に
内
部
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
が
使
用
さ
れ
て
温
度
が
低
下

す
る
と
い
う
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ト
ム
ソ
ン
効
果
を

利
用
す
る
も
の
で
す
。
ダ
ス
島
で
は
、
一
種
の

混
合
冷
媒
で
あ
る
Ｍ
Ｃ
Ｒ
�M

ulti
C
om
po -

nent
R
efrigerant

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

＊
貯
蔵
設
備
�
受
け
入
れ
基
地
と
は
大
き
く
異
な

り
、
液
化
基
地
に
お
け
る
貯
蔵
設
備
の
役
割
は

出
荷
す
る
ま
で
の
数
日
間
、
製
品
で
あ
る
Ｌ
Ｎ

Ｇ
を
一
時
的
に
貯
蔵
す
る
も
の
で
す
。

＊
出
荷
設
備
�
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ー
ム
と

呼
ば
れ
る
蟹
の
足
の
よ
う
な
機
械
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

の
横
腹
に
設
置
さ
れ
た
配
管
に
接
続
さ
れ
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
が
移
送
さ
れ
ま
す
。

＊
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
設
備
�
天
然
ガ
ス
の
液
化
は

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入
と
熱
の
除
去
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
電
機
の

能
力
は
１２
万
Ｋ
Ｗ
と
の
こ
と
で
し
た
。

�
環
境
対
策

一
般
的
に
、
例
え
ば
５
０
０
万
ト
ン

規
模
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
で
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２
は
１
１
０
万
ト
ン
程
度
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
と

全
体
の
熱
効
率
が
１
・
５
倍
に
な
る
こ

と
に
よ
り
３５
万
ト
ン
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可

能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｃ

Ｏ
２
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
Ｕ
Ｓ
１０
ド
ル
／
Ｃ

Ｏ
２
ト
ン
と
す
る
と
、
年
間
３
・
５
億

円
か
ら
４
億
円
の
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
に
お
け
Ｃ
Ｏ
２
削
減
環
境

対
策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、

政
府
か
ら
方
向
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

方
向
性
は
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
対
応
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
廃
熱
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
も
未
だ
導
入
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の
改
良
が
な
さ

れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

�
生
産
能
力

Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
に
は
３
系
統
の
通
常
ト

レ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
液
化
設
備
が
あ
り

ま
す
。
第
１
・
第
２
系
統
は
１
９
７
７

年
操
業
開
始
で
毎
時
１
８
０
ｔ
、
第
３

系
統
は
９４
年
操
業
で
当
時
世
界
最
大
の

毎
時
３
７
０
ｔ
の
能
力
が
あ
り
ま
す
。

＊
ち
な
み
に
、
年
産
ベ
ー
ス
で
は
、
第
１
第
２
系

統
が
そ
れ
ぞ
れ
１
３
０
万
ｔ
、
第
３
系
統
が
２

３
０
万
ｔ
で
す
が
、
現
在
で
は
カ
タ
ー
ル
�
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
系
統
年
産
７
８
０
万
ｔ
が
最

大
で
す
。
こ
の
７
８
０
万
ｔ
は
世
界
の
生
産
量

の
約
５
％
を
占
め
ま
す
。
カ
タ
ー
ル
�
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
２
系
統
あ
り
、
１
５
６
０
万
ｔ
全

量
は
英
国
向
け
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。
英
国
は
北

海
油
田
か
ら
の
天
然
ガ
ス
を
自
給
・
輸
出
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
ガ
ス
田
が
停
止
し
た
事
か

ら
、
一
転
し
天
然
ガ
ス
輸
入
国
と
な
り
ま
し
た
。

�
貯
蔵
能
力

Ｌ
Ｎ
Ｇ

８
０
、０
０
０
�
＊
３
機

６
日
分
の
生
産
量

Ｌ
Ｐ
Ｇ

５
０
、０
０
０
�
＊
２
機

２３
日
分
の
生
産
量

ブ
タ
ン

５
０
、０
０
０
�
＊
２
機

３１
日
分
の
生
産
量

ペ
ン
タ
ン
＋２

９
、０
０
０
�
＊
２
機

２３
日
分
の
生
産
量

液
体
硫
黄

８
、５
０
０
�
＊
２
機

１８
日
分
の
生
産
量

	
安
全

安
全
・
安
定
供
給
に
は
特
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
２
０
０
６
年
度
に
お
い
て
、

無
事
故
３
千
万
人
時
間
を
達
成
し
た
と

の
事
で
し
た
。
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
最
も
誇

り
と
す
る
事
項
で
す
。



雇
用
対
策

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
と

呼
ば
れ
る
自
国
民
雇
用
促
進
政
策
が
あ

り
ま
す
が
、
す
で
に
同
社
で
は
６０
％
に

達
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

５
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

義
日
本
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
導
入
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
１
９
６
９
年
東
京
電
力
と
東

京
ガ
ス
が
ア
ラ
ス
カ
か
ら
の
第
一
船
を

横
浜
に
あ
る
東
京
ガ
ス
根
岸
工
場
に
受

け
入
れ
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。東

京
ガ
ス
根
岸
工
場
は
自
社
の
お
客

様
向
け
の
都
市
ガ
ス
と
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

利
用
し
ま
す
が
、
一
方
で
東
京
電
力
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
お
預
か
り
貯
蔵
・
管
理
し
、

そ
れ
を
気
化
し
て
お
隣
の
都
京
電
力
の

南
横
浜
火
力
発
電
所
に
供
給
し
て
い
ま

す
。
東
京
電
力
南
横
浜
火
力
発
電
所
で

は
こ
の
ガ
ス
を
燃
焼
し
て
火
力
発
電
し

て
い
ま
す
。
同
様
に
千
葉
の
袖
ヶ
浦
に

お
い
て
も
東
京
電
力
と
東
京
ガ
ス
は
共

同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
日
本
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ

輸
入
量
の
６０
％
強
は
電
力
会
社
の
火
力

発
電
用
で
、
４０
％
弱
が
都
市
ガ
ス
用
で

す
。天

然
ガ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
掘
削
・
精
製
・

輸
送
ま
で
か
な
り
の
投
資
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
長
期
に
わ
た
る
需
給
契

約
な
し
に
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
世
界
で
も
最
大
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
消
費
企

業
で
あ
る
両
社
が
共
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
推
進
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
１

９
７
２
年
の
ブ
ル
ネ
イ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
続
く
も
の
で
、
１
９
７
７
年

に
東
京
電
力
が
単
独
で
ア
ブ
ダ
ビ
と
長

期
需
給
契
約
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
日
本
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
上
で
大
き
く
２
つ
の
意
義
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
に
続
く
原
油
輸
入
先
で
あ
る
Ｕ
Ａ

―１０―



Ｅ
・
ア
ブ
ダ
ビ
と
東
京
電
力
が
そ
れ
ま

で
副
産
物
で
あ
っ
た
天
然
ガ
ス
を
１
９

７
７
年
か
ら
長
期
に
わ
た
る
売
買
契
約

を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
Ｕ

Ａ
Ｅ
と
の
関
係
が
益
々
強
化
さ
れ
、
原

油
の
日
本
へ
の
輸
入
安
定
性
が
高
ま
っ

た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

二
つ
目
は
、
こ
の
両
国
・
両
社
の
長
期

契
約
に
よ
り
、
日
本
の
天
然
ガ
ス
調
達

の
安
定
性
が
高
ま
っ
た
と
言
う
こ
と
で

す
。
ち
な
み
に
、
東
京
ガ
ス
で
は
、
天

然
ガ
ス
調
達
の
安
定
性
・
安
全
性
・
輸

送
経
済
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
主
と

し
て
太
平
洋
沿
岸
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

マ
レ
ー
シ
ア
・
ブ
ル
ネ
イ
（
東
マ
レ
ー

シ
ア
ス
マ
ト
ラ
島
）・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。（
東
京
ガ

ス
で
も
９８
年
か
ら
は
中
東
の
カ
タ
ー
ル

か
ら
も
一
部
輸
入
を
開
始
し
ま
し
た
。）

東
京
電
力
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
３０

年
も
前
か
ら
ア
ブ
ダ
ビ
と
い
う
中
東
か

ら
も
単
独
輸
入
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
雄
た
る
企
業
が
国

家
的
使
命
を
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

最
大
の
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
改

め
て
衷
心
よ
り
同
社
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。

６
、
今
日
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
取
り
巻
く
課

題
・
情
勢
（
国
際
市
場
の
動
向
と

そ
の
影
響
）
に
つ
い
て

Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
安
全
性
・
供
給
安
定
性
・

環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
大
規
模
化
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な

ど
か
ら
、
世
界
的
に
需
要
が
か
な
り
拡

大
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
今
後
は
ア
メ

リ
カ
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
の
需
要
の
飛
躍
的
拡
大
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
世
界
的
な
取
引
の
拡

大
と
い
う
環
境
下
で
、
こ
れ
ま
で
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
取
引
は
生
産
地
と
消
費
地
を
結

ぶ
一
直
線
の
取
引
で
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
活
性
化
す
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

�
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ス
ト
ー
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
構
想
に

つ
い
て
（
大
規
模
貯
蔵
が
今
後
ビ
ジ

ネ
ス
と
な
る
と
の
構
想
）

�
Ｉ
ｍ
ｐ
ｅ
ｌ
社
の
本
構
想
は
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
成
立
す
る
も
の
と
見

て
い
る
か
？

�
長
期
に
わ
た
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
貯
蔵
に

問
題
は
な
い
か
？

�
今
後
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
カ
ロ
リ
ー
動
向
に

つ
い
て

Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
そ
の
産
地
に
よ
り
成
分
・

カ
ロ
リ
ー
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
世
界
市
場
は
日
本
が
主
導
し

て
き
た
の
で
比
較
的
高
カ
ロ
リ
ー
Ｌ
Ｎ

Ｇ
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で

エ
チ
レ
ン
需
要
の
増
大
に
よ
る
エ
タ
ン

ク
ラ
ッ
カ
ー
方
式
に
よ
る
エ
チ
レ
ン
製

造
原
料
と
し
て
の
エ
タ
ン
の
価
値
が
増

大
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
低
カ
ロ

リ
ー
化
が
進
み
、
併
せ
て
ア
メ
リ
カ
、

中
国
な
ど
低
カ
ロ
リ
ー
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
重
要

が
増
大
す
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
に
と

っ
て
は
好
ま
し
い
方
向
で
は
な
い
が
、

今
後
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
カ
ロ
リ
ー
政
策
に
つ

い
て
い
か
が
考
え
る
か
？

�
中
小
ガ
ス
田
に
つ
い
て

中
小
ガ
ス
田
の
開
発
に
つ
い
て

天

然
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
規
模
化
に

よ
り
取
り
残
さ
れ
る
が
大
切
な
資
源
供

給
ソ
ー
ス
の
中
小
ガ
ス
田
、
対
応
と
し

て
洋
上
精
製
処
理
（
可
搬
性
）
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
の
今
後
は
い
か
が
か
？

�
プ
ラ
ン
ト
大
型
化
の
影
響
に
つ
い
て

Ｌ
Ｎ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
、
カ
タ
ー
ル
�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規

模
は
７
８
０
万
ト
ン
／
年
、
世
界
の
約

５
％
を
１
ト
レ
イ
ン
で
生
産
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
需
要
を
新
規
に
ま

と
め
る
の
は
難
し
い
、
一
方
で
大
規
模

プ
ラ
ン
ト
建
設
を
前
提
に
従
来
の
需
要

家
か
ら
の
契
約
期
限
切
れ
に
と
も
な
う

契
約
更
改
時
の
契
約
先
変
更
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
こ
と
は
可
能
か
？
ま
た
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
の
大
型
化
は
、
新
規

参
入
者
を
も
た
ら
す
事
も
中
小
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
活
力
を
与
え
る
こ
と
も
な
く
、

逆
に
こ
れ
を
排
除
し
て
い
き
、
メ
ガ
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
寡
占
化
を
進
め
る
方
向
に

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
今
後
の
ア
ブ
ダ

ビ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
政
策
は
い
か
が

か
？

	
そ
の
他
と
し
て
、
ア
ブ
ダ
ビ
の
天
然

ガ
ス
利
用
促
進
に
つ
い
て

ア
ブ
ダ
ビ
で
は
石
油
の
輸
出
促
進
の

為
、
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
天
然

ガ
ス
を
利
用
す
る
政
策
を
取
ら
れ
て
い

る
。
国
内
で
天
然
ガ
ス
を
利
用
促
進
す

る
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
の

開
発
実
験
計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

Penn
W
ell
Corporation

“International
Petroleum

Encyclopedia
2004”

こ

の
計
画
の
進
捗
状
況
と
現
在
の
評
価
は

い
か
が
か
？
特
に
ア
ブ
ダ
ビ
に
お
け
る

Ｃ
Ｎ
Ｇ
自
動
車
の
普
及
は
？

な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
は

あ
く
ま
で
東
京
電
力
向
け
を
主
と
す
る

Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
・
輸
出
会
社
で
あ
る
た
め
、

言
及
は
避
け
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

残
念
で
し
た
が
、
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
考
慮
す
れ
ば
や
む
な
き
事
と

諦
め
ま
し
た
。

７
、
最
後
に

ダ
ス
島
は
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
１
６
０



離
れ
た
海
上
の
孤
島
、
石
油
・
天
然
ガ

ス
の
精
製
・
出
荷
だ
け
の
た
め
に
一
部

埋
め
立
て
拡
幅
さ
れ
た
半
人
工
島
で
す
。

広
さ
は
１


×
２


の
２
�
の
平
ら
な

狭
い
島
で
す
。
島
に
は
、
小
さ
い
で
す

が
空
港
・
警
察
・
消
防
・
病
院
、
島
以

外
か
ら
の
来
訪
者
用
の
宿
舎
も
あ
り
ま

し
た
。
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
は
、
社

交
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
短
い
９
ホ
ー
ル
の

ゴ
ル
フ
場
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

サ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
グ
リ
ー
ン
は
土
で

出
来
て
い
て
土
色
を
し
て
い
る
の
で
ブ

ラ
ウ
ン
と
呼
ぶ
の
だ
そ
う
で
す
。
勤
務

体
系
は
概
ね
島
に
５８
日
勤
務
し
て
２８
日

陸
上
で
休
み
を
取
る
の
が
基
本
の
勤
務

パ
タ
ー
ン
だ
そ
う
で
す
。
５８
日
間
、
つ

ま
り
約
２
ヶ
月
の
間
、
海
上
の
緑
も
ほ

と
ん
ど
な
い
孤
島
で
寝
る
時
以
外
は
毎

日
毎
日
同
じ
メ
ン
バ
ー
と
顔
を
合
わ
せ

て
同
じ
よ
う
な
仕
事
に
従
事
す
る
。
し

か
も
島
内
は
禁
酒
・
禁
煙
。
夏
場
は
最

低
気
温
３０
度
最
高
気
温
４６
度
湿
度
１
０

０
％
と
い
う
地
球
丸
ご
と
マ
イ
ク
ロ
ミ

ス
ト
サ
ウ
ナ
と
い
っ
た
環
境
で
す
。
５

人
い
た
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

も
今
は
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
よ
う
な
過
酷
な
勤
務
環
境

の
下
で
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
は
彼
ら
５０
カ
国
の

国
籍
を
も
つ
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
マ
ン
（
島
に

は
女
性
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
で
す
か

ア
ド
ガ
ス
社
会
議
室
で
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

（
ア
ド
ガ
ス
社
提
供
）

―１１―



イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡

横
断
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
を
視
察

岩堀 和久氏

岩
堀
建
設
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

岩
堀

和
久
氏

ら
ト
イ
レ
も
男
性
用
の
み
で
し
た
。）

に
安
全
教
育
を
徹
底
し
、
３
千
万
人
時

間
を
越
え
る
安
全
操
業
・
安
定
供
給
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

１
９
７
７
年
生
産
開
始
以
来
今
日
ま

で
３０
年
も
の
間
、
ダ
ス
島
で
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ

Ｓ
の
皆
さ
ん
が
生
産
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
東

京
電
力
に
届
き
、
首
都
圏
に
暮
す
我
々

の
生
活
と
経
済
の
発
展
の
た
め
に
欠
か

す
こ
と
の
出
来
な
い
電
力
の
安
定
供
給

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の

精
神
力
・
集
中
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

昼
夜
を
分
か
た
ぬ
安
定
供
給
に
向
け
て

の
努
力
の
継
続
が
い
か
に
偉
大
な
こ
と

か
を
痛
感
し
、
改
め
て
Ａ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
て
レ
ポ
ー
ト
の
最
後
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ
な
ぐ
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
触
れ
て
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
地
に
足
を
踏
み
入

れ
た
視
察
団
は
、
い
く
た
び
か
の
歴
史

的
変
遷
を
じ
っ
と
見
守
り
続
け
て
き
た

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
雄
大
な
景
観
を
目

の
当
り
に
し
た
。

こ
の
海
峡
を
つ
な
ぐ
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
の
間
の
橋
は
既
に
二
橋
あ
り
、

そ
の
う
ち
の
第
二
ボ
ス
ポ
ラ
ス
橋
は
、

日
本
の
企
業
Ｉ
Ｈ
Ｉ
・
三
菱
重
工
・
日

本
鋼
管
に
よ
っ
て
一
九
八
八
年
に
作
ら

れ
て
い
る
。
今
回
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
に
お
け
る
視
察
先
は
、
こ
の
海

峡
を
、
地
下
最
深
度
六
十
メ
ー
ト
ル
の

深
さ
で
つ
な
ぐ
「
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
」
で

す
。こ

の
街
に
お
い
て
朝
・
夕
の
交
通
渋

滞
は
深
刻
な
問
題
で
二
十
年
以
上
前
か

ら
ト
ル
コ
政
府
に
と
っ
て
懸
案
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
今
回
こ
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、
大
成
建
設
。

総
工
費
約
一
千
億
円
、
工
期
五
十
六
ヶ

月
に
及
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
大
成

建
設
は
、
先
の
視
察
先
、
ド
バ
イ
の
パ

ー
ム
ジ
ュ
メ
イ
ラ
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
道

路
工
事
も
設
計
、
施
工
で
受
注
し
て
お

り
、
海
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
ニ
ー

ズ
を
適
格
に
受
け
と
め
て
い
る
。

と
り
分
け
、
今
回
の
中
東
地
域
に
お
い

て
は
、
原
油
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
価

格
の
高
騰
や
好
調
な
世
界
経
済
を
追
い

風
に
し
て
大
規
模
な
都
市
整
備
・
開
発

が
動
き
出
し
て
い
る
。
大
成
建
設
に
と

っ
て
も
二
〇
〇
四
年
を
境
に
受
注
高
が

急
激
に
増
し
て
き
て
お
り
日
本
企
業
の

設
計
・
施
工
に
よ
る
高
い
技
術
力
と
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

今
回
の
こ
の
工
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ

げ
て
み
よ
う
。

一
、
旧
市
街
地
に
作
ら
れ
る
鉄
道
三
駅

の
埋
蔵
遺
跡

二
、
最
深
部
六
十
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ

世
界
初
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
工
法

三
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
に
も
耐

え
ら
れ
る
地
震
対
策

施
主
側
（
ト
ル
コ
政
府
）
か
ら
の
要

求
事
項
は
、
厳
し
い
。
特
に
二
つ
目
の

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
工
法
は
、
多
年
に
渡
る

性
能
発
注
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
作
り

あ
げ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

先
々
ま
で
の
品
質
管
理
が
必
要
だ
。
沈

埋
ト
ン
ネ
ル
工
法
は
、
函
体
を
海
に
浮

か
べ
て
沈
設
す
る
地
点
ま
で
曳
航
し
沈

設
を
順
次
繰
り
返
し
な
が
ら
函
体
を
接

合
す
る
こ
と
で
海
底
に
連
続
し
た
ト
ン

ネ
ル
を
構
築
す
る
工
法
で
す
。

本
工
事
で
は
、
幅
十
五
・
三
メ
ー
ト

ル
高
さ
八
・
六
メ
ー
ト
ル
最
長
百
三
十

五
メ
ー
ト
ル
の
函
体
十
一
函
に
つ
い
て

ツ
ヅ
ラ
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で
下
半
分
を

構
築
し
、
引
き
続
き
洋
上
に
て
上
半
分

を
構
築
し
て
い
く
。
そ
の
後
四
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
曳
航
し
、
目
標
地
点
に
正

確
に
沈
設
さ
せ
る
。
こ
の
ボ
ス
ポ
ラ
ス

海
峡
は
、
上
層
が
最
大
四
ノ
ッ
ト
、
下

層
が
二
ノ
ッ
ト
で
海
流
が
上
下
逆
に
流

れ
て
お
り
施
工
は
困
難
を
極
め
る
。
こ

の
難
条
件
の
中
、
既
セ
ッ
ト
さ
れ
た
函

体
は
、
許
容
施
工
誤
差
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
内
の
と
こ
ろ
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
管
理
の
も
と
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
見
事
お
さ
め
て
い

る
と
い
う
。

元
々
日
本
と
ト
ル
コ
と
の
友
好
関
係

は
、
百
年
以
上
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
果
た
す
役
割
は
重
要
だ
。
ト
ル
コ
政

府
や
国
民
が
求
め
る
難
し
い
要
求
事
項

に
確
実
に
答
え
て
い
く
こ
と
で
お
互
い

の
信
頼
感
を
よ
り
親
密
な
も
の
と
す
る

大
切
な
工
事
と
い
え
よ
う
。

ド
バ
イ
で
お
会
い
し
た
ナ
キ
ー
ル
社

の
中
田
さ
ん
が
、「
品
質
を
保
ち
な
が

ら
工
期
や
納
期
を
守
り
抜
く
、
日
本
の

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡

海
底
に
埋
設
す
る
地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル

海
底
に
埋
設
す
る
ト
ン
ネ
ル
の
上
で
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ビ
ジ
ョ
ン
が
宿
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

明
確
な
ド
バ
イ
の
観
光
政
策

川本 知彦氏

�
サ
イ
サ
ン

取

締

役

川
本

知
彦
氏

建
設
会
社
の
姿
勢
を
中
東
の
人
達
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
中
東
の
現
地
で

働
く
日
本
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
心

か
ら
エ
ー
ル
を
送
る
と
伴
に
是
非
こ
う

し
た
仕
事
が
国
を
越
え
て
「
地
図
に
残

る
仕
事
」
に
な
る
よ
う
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

世
界
の
高
層
ク
レ
ー
ン
１
／
３
が
集

積
す
る
と
い
わ
れ
る
ド
バ
イ
の
発
展
ぶ

り
と
そ
れ
を
体
感
し
た
上
で
感
じ
た
今

後
の
日
本
及
び
埼
玉
の
観
光
地
と
し
て

の
あ
り
か
た
を
主
観
的
に
述
べ
た
い
と

思
う
。

�
ド
バ
イ
の
素
晴
ら
し
さ

ド
バ
イ
の
訪
問
は
、
１
９
９
９
年
、

２
０
０
４
年
に
続
き
３
回
目
と
な
っ
た

が
、
益
々
の
発
展
に
大
変
驚
い
た
。

一
言
で
ド
バ
イ
を
表
現
す
る
と
、
上

海
＋
ラ
ス
ベ
ガ
ス
。
こ
の
地
の
発
展
理

由
は
、「
世
界
に
類
の
な
い
も
の
を
作

れ
ば
、
商
売
は
後
か
ら
つ
い
て
く
る
」

と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
を
即

実
行
す
る
ト
ッ
プ
、
首
長
の
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
運
営
に
尽
き

る
と
感
じ
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
従
い
、
世
界
一
長

い
渡
り
廊
下
、
１
泊
１５
万
円
自
称
７
つ

星

世
界
一
高
い
（
３
２
１
�
）
ホ
テ

ル
、
建
設
中
の
世
界
一
高
い
ビ
ル
（
８

０
０
�
〜
１
�
）
と
一
目
瞭
然
で
誰
し

も
が
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
世
界
一
を
た

く
さ
ん
建
設
し
て
い
る
。
対
象
と
な
る

の
は
、
人
口
も
少
な
く
、
ま
し
て
自
国

民
が
２
割
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
事
情
は

あ
る
が
、
最
初
か
ら
世
界
中
、
観
光
用

で
あ
る
。
中
で
も
超
高
級
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
、
世
界
の
ハ
イ
エ
ン
ド
、
億
万
長

者
向
け
に
、
偉
大
な
る
ハ
コ
モ
ノ
を
用

意
し
て
い
る
。
偉
大
な
る
ハ
コ
モ
ノ
と

は
、
例
え
ば
世
界
地
図
を
模
し
た
１
島

３５
億
円
の
完
全
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
で
あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
ビ
ル
・

ゲ
イ
ツ
や
デ
ビ
ッ
ト
・
ベ
ッ
カ
ム
の
よ

う
な
億
万
長
者
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

ド
バ
イ
の
観
光
政
策
は
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
ビ
ジ
ョ
ン
が
宿
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
明
確
で
あ
る
。

驚
異
的
な
勢
い
で
発
展
中
で
あ
る
今

後
の
ド
バ
イ
は
、
自
己
資
金
で
開
発
し

て
い
る
為
、
バ
ブ
ル
破
綻
の
心
配
は
な

い
も
の
の
、
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
を
続
け
る

こ
と
で
話
題
、
金
、
人
を
集
め
て
い
る

現
状
か
ら
終
了
後
果
た
し
て
ど
う
な
る

か
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。
私
と
し
て
は
、

現
地
で
「
世
界
一
」
の
建
設
現
場
を
見

て
、
夏
季
五
輪
開
催
を
視
野
に
入
れ
た

屋
内
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
構
想
、
カ
ジ
ノ

プ
ラ
ン
、
地
下
鉄
／
新
空
港
イ
ン
フ
ラ

整
備
と
い
っ
た
更
な
る
開
発
計
画
を
聞

い
て
い
る
と
、
説
得
力
も
あ
り
、
懸
念

よ
り
も
是
非
み
て
み
た
い
、
全
て
実
現

す
る
か
も
と
自
然
と
感
じ
た
。

世
界
の
ハ
イ
エ
ン
ド
、
セ
レ
ブ
が
集

ま
っ
て
き
て
、
高
級
リ
ゾ
ー
ト
を
満
喫
、

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
も
体
感
し
、
買
い

物
は
勿
論
、
ビ
ー
チ
の
楽
し
み
、
砂
漠

や
民
族
衣
装
と
い
っ
た
ア
ラ
ブ
の
異
国

情
緒
も
味
わ
え
、
世
界
一
の
ビ
ル
や
ホ

テ
ル
を
見
物
し
、
し
か
も
治
安
が
い
い

と
な
れ
ば
、
今
後
も
世
界
中
か
ら
観
光

客
が
集
ま
っ
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い
。

ド
バ
イ
で
し
か
体
験
出
来
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

�
日
本
、
埼
玉
の
観
光
地
と
し
て
の
あ

り
方

日
本
、
埼
玉
を
客
観
的
に
世
界
に
向

け
て
の
観
光
地
と
し
て
分
析
す
る
と
、

発
信
力
が
な
い
、
印
象
が
薄
く
、
豊
富

な
資
源
を
生
か
し
き
っ
て
い
な
い
と
感

じ
る
。
ま
ず
周
知
不
足
な
の
は
、
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
あ
れ
ば
自

由
の
女
神
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
凱
旋
門
、

中
国
で
は
万
里
の
長
城
と
世
界
の
観
光

大
国
に
は
必
ず
シ
ン
ボ
ル
が
あ
り
、
私

は
日
本
で
は
、
富
士
山
が
相
応
し
い
と

考
え
る
。
ま
ず
、
綺
麗
で
あ
り
、
日
本

一
で
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
誇
り
で

あ
り
、
ま
た
「
フ
ジ
ヤ
マ
」
と
い
う
ゲ

イ
シ
ャ
、
サ
ム
ラ
イ
と
同
等
の
東
洋
、

神
秘
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
官
民
あ
げ

て
日
本
に
来
た
ら
富
士
山
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ま
ず
、
強
力
に
打
ち
出
す
べ

き
で
あ
る
。

も
う
１
つ
の
柱
は
、
日
本
の
歴
史
で

培
わ
れ
た
伝
統
芸
能
や
格
闘
技
。
そ
し

て
麻
生
外
務
大
臣
の
主
張
に
賛
同
し
て

ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
、
オ
タ
ク
、
コ
ス
プ

レ
と
い
っ
た
現
在
の
ソ
フ
ト
、
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
例
え
ば

秋
葉
原
は
世
界
の
ア
ニ
メ
、
オ
タ
ク
の

聖
地
で
あ
る
と
分
か
り
や
す
く
打
ち
出

す
こ
と
と
、
芸
能
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

を
単
に
見
せ
る
だ
け
で
な
く
体
験
さ
せ

る
こ
と
、
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
民
族
に
根
ざ
し

た
文
化
、
芸
能
は
本
来
大
変
魅
力
的
な

も
の
で
あ
り
そ
れ
ら
は
、
そ
の
国
こ
そ

が
本
場
で
あ
る
。
歴
史
と
文
化
に
溢
れ

る
日
本
と
し
て
そ
れ
を
生
か
さ
な
い
手

は
な
い
。
太
鼓
や
歌
舞
伎
、
あ
る
い
は

柔
道
、
空
手
、
そ
し
て
コ
ス
プ
レ
体
験

コ
ー
ス
を
単
に
や
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
外
国
人
向
け
に
用
意
、
宣
伝
、
強
調

ド
バ
イ
観
光
の
象
徴
・
七
ツ
星
ホ
テ
ル

ド
バ
イ
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
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歴
史
遺
産
保
存
が
優
先
の

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
観
光
事
情

斉之平伸一氏

三
州
製
菓
�

代
表
取
締
役
社
長

斉
之
平
伸
一
氏

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

埼
玉
も
、
盆
栽
や
人
形
と
い
っ
た
大

き
な
観
光
資
源
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
会
館
の
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
そ
れ
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
盆
栽
、

人
形
つ
く
り
体
験
コ
ー
ス
を
外
国
人
向

け
に
準
備
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
。

特
に
「
ボ
ン
サ
イ
」
は
、
世
界
語
で
あ

り
、
日
本
国
内
よ
り
海
外
に
こ
そ
更
に

Ｐ
Ｒ
出
来
る
非
常
に
魅
力
的
な
文
化
で

あ
る
。

シ
ン
ボ
ル
の
周
知
と
、
日
本
固
有
文

化
及
び
今
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
体
験
コ

ー
ス
充
実
の
他
も
う
１
つ
重
要
な
の
は
、

玄
関
口
の
整
備
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

成
田
空
港
は
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

仁
川
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
と

比
較
し
最
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
世
界
中

か
ら
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
に
は
、
ま

ず
は
、
空
港
の
２４
時
間
営
業
、
ア
ク
セ

ス
の
便
利
化
を
更
に
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
次
い
で
鉄
道
、
道
路
、
ホ

テ
ル
も
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
口
が
減
少
し
始
め
、
今
後
加
速
し

て
い
く
世
相
で
は
、
世
界
中
の
人
に
日

本
に
来
て
頂
く
ま
た
、
住
ん
で
頂
く
と

い
う
観
点
に
立
た
な
い
と
大
変
な
こ
と

に
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

世
界
中
に
日
本
の
文
化
を
知
っ
て
も

ら
う
、
体
感
し
て
も
ら
う
と
い
う
ビ
ジ

ョ
ン
を
掲
げ
、
今
あ
る
文
化
を
上
手
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
れ
ば
、
飽
き

の
こ
な
い
観
光
大
国
日
本
は
必
ず
実
現

す
る
と
思
う
。

ド
バ
イ
よ
り
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
ま
で

は
、
空
路
４
時
間
２５
分
。
窓
か
ら
眺
め

る
風
景
が
、
薄
茶
色
の
砂
漠
か
ら
、
ト

ル
コ
に
近
づ
く
に
つ
れ
緑
色
の
山
々
に

変
わ
り
ま
し
た
。

ト
ル
コ
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
西
の
端

に
あ
り
、
東
端
に
あ
る
日
本
に
対
し
て
、

世
界
で
最
も
友
好
的
な
国
の
一
つ
で
す
。

日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
を
物
語
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
１
８
９
０
年
、
ト

ル
コ
軍
船
が
日
本
近
海
で
遭
難
し
た
と

き
に
、
地
元
漁
師
達
が
、
献
身
的
に
生

存
者
の
救
援
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

上
記
の
恩
返
し
と
し
て
、
ト
ル
コ
政

府
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
際
、

在
イ
ラ
ン
日
本
人
の
国
外
脱
出
に
ト
ル

コ
航
空
機
を
派
遣
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ト
ル
コ
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高

原
の
遊
牧
民
が
、西
に
行
き
オ
ス
マ
ン
・

ト
ル
コ
を
樹
立
し
、
東
に
行
っ
た
遊
牧

民
が
日
本
を
つ
く
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
故
、
日
本
の
国
旗
が
明

け
方
、
東
の
空
に
昇
る
太
陽
を
モ
チ
ー

フ
と
し
、
一
方
ト
ル
コ
は
、
夕
方
、
西

に
顔
を
出
す
月
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ト
ル
コ
人

の
日
本
に
対
す
る
感
情
は
良
好
で
、
自

動
車
、
電
機
な
ど
の
企
業
が
、
多
く
進

出
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
ト
ル
コ
の
観
光
業
に
つ
い
て
、

概
観
し
ま
す
。

２
０
０
４
年
に
ト
ル
コ
を
訪
れ
た
観

光
客
数
は
１
７
５
２
万
人
、
観
光
業
収

入
は
、
１
２
１
億
ド
ル
に
及
び
、
毎
年
、

着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
観
光
業
は
、

ト
ル
コ
で
最
も
成
功
し
て
い
る
部
門
の

一
つ
で
す
。

ト
ル
コ
政
府
は
、
観
光
業
の
発
展
を

重
視
し
、
積
極
的
な
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
テ
ー
マ
は
「
多
様
性
の
共
存
」
で
す
。

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
を
挟
ん
で
、
西
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
東
は
ア
ジ
ア
。
イ
ス
ラ

ム
教
国
で
あ
り
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

国
で
構
成
す
る
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
を
推
進

し
て
い
る
な
ど
、
多
様
性
が
共
存
し
て

い
る
点
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
我
々
が
訪
問
し
ま
し
た
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
国
の

東
ロ
ー
マ
（
ビ
ザ
ン
チ
ン
）
帝
国
、
イ

ス
ラ
ム
世
界
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄
を

極
め
た
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
歴
史
遺
産

が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ル
コ
観
光
業
に
と
っ
て
有

利
な
点
は
、
ト
ル
コ
料
理
が
お
い
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
ト
ル
コ
料
理
は
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
、
中
国
料
理
と
並
ん
で
、

世
界
三
大
料
理
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ト
ル
コ
料
理
が
お
い
し
い
理
由
と
し
て
、

食
材
が
豊
富
な
点
が
あ
り
ま
す
が
、
長

い
歴
史
の
中
で
、
東
西
の
文
明
が
交
互

に
入
れ
替
わ
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
東
西

の
調
理
法
が
融
合
し
発
展
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

ト
ル
コ
政
府
は
、
最
近
、
国
立
公
園

の
中
に
、
条
件
付
で
ホ
テ
ル
の
建
設
を

許
可
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
観
光
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
進
行
中
の

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
横
断
鉄
道
工
事
に
際

し
て
、
自
然
景
観
を
重
視
し
て
、
コ
ス

ト
の
安
い
橋
で
な
く
、
あ
え
て
ト
ン
ネ

ル
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
つ
の
地
下
駅
の
建
設
に
際
し
て
は
、

遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
埋
蔵
文
化

調
査
委
員
会
に
よ
り
建
設
の
中
止
を
言

い
渡
し
て
い
ま
す
。
経
済
の
面
よ
り
も
、

歴
史
遺
産
の
保
存
を
優
先
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
内
・

ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
大
型
客
船
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日
本
に
と
っ
て
中
東
諸
国
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要

な
地
域
だ
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
対
す

る
理
解
度
は
重
要
度
に
反
比
例
し
著
し

く
低
い
。
そ
こ
で
中
東
事
情
に
詳
し
い

第
一
人
者
の
財
団
法
人
中
東
調
査
会
上

席
研
究
員
の
大
野
元
裕
氏
に
お
願
い
し

事
前
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
「
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
情
勢
」

講
師

大
野
元
裕
氏

�
中
東
調
査
会
上
席
研
究
員

�
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス
専
務
取

締
役

講
演
内
容

大
野
氏
は
次
の
各
項
目
に
つ
い
て
簡

明
に
解
説
し
て
く
れ
た
。

�
地
理
（
地
勢
学
的
見
地
か
ら
）

�
自
然
と
気
候
（
砂
漠
と
５０
度
を
超
し
、

１
０
０
％
近
い
湿
度
の
現
実
）

�
基
礎
デ
ー
タ
（
人
種
、
人
口
、
年
令

構
成
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
所
得

税
な
し
国
家
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
９９

％
）

�
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
歴
史
（
海
賊

国
家
↓
英
国
の
保
護
領
↓
英
国
の
撤

退
↓
七
ヶ
国
の
首
長
国
独
立
、
連
邦

形
成
）

�
経
済
概
況
（
ア
ブ
ダ
ビ
は
化
石
燃
料

輸
出
依
存
、
ド
バ
イ
は
非
石
油
経
済

国
家
）

�
日
本
の
原
油
中
東
依
存
度（
約
９０
％
）

�
日
本
と
の
関
係

日
本
と
の
貿
易
額
（
２
０
０
６
年
）

日
本
か
ら
の
輸
入
六
十
億
ド
ル

日
本
へ
の
輸
出
三
百
十
五
億
ド
ル

在
留
邦
人
二
千
三
百
名

進
出
企
業
約
二
百
社

こ
れ
ら
の
項
目
を
通
し
て
ア
ラ
ブ
首

長
国
連
邦
の
宗
教
、
政
治
、
経
済
、
王

制
支
配
、
社
会
秩
序
、
市
民
の
生
活
な

ど
視
察
時
の
着
眼
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

教
示
し
て
下
さ
っ
た
。

大
野
元
裕
氏（
中
東
調
査
会

上
席
研
究
員

）を
招
き

事
前
勉
強
会
を
開
く

藤池 誠治氏 細沼 哲夫氏 高柳勢津子さん 高柳 貞夫氏 森谷 文昭氏

小川 修一氏 休波 憲幸氏 吉野 房子さん 藤池 曠子さん伊田登喜三郎氏

坂本 フサさん 坂本 克巳氏 遠藤 謙吾氏

前前
掲掲
以以
外外
のの
参参
加加
者者
たた
ちち

出
発
に
備
え
て
の
事
前
勉
強
会

事
前
勉
強
会
で
の

大
野
元
裕
講
師
（
中
央
）
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�
ト
ル
コ
皮
革
製
品
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

�
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
・
エ
ジ
プ
ト
バ
ザ
ー
ル

▲ドバイ郊外の砂漠

▼ドバイ郊外の砂漠

▲トルコ絨毯の製作デモンストレーション＝イスタンブールで。

視視
察察
スス
ナナ
ッッ
ププ
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